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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

２
日
、
１
９
７
９
年
以
来
、
約

50
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
地
下
鉄

路
線
マ
ッ
プ
を
公
表
し
た
。
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
１
９
７
２
年

に
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ

Ｔ
Ａ
）
が
発
行
し
た
カ
ラ
ー
の

ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
な

が
ら
「
読
み
や
す
く
鮮
明
で
、

は
っ
き
り
し
た
規
則
的
な
方

法
」
で
路
線
の
必
須
情
報
を
簡

素
化
し
た
。
同
局
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
地
図
作
製

部
は
、
地
下
鉄
路
線
が
画
面
で

も
目
で
追
い
や
す
い
よ
う
に
あ

え
て
太
い
直
線
を
採
用
し
、
視

覚
障
害
者
や
認
知
障
害
者
が
把

握
し
や
す
い
よ
う
に
背
景
は

白
、駅
は
黒
い
ド
ッ
ト
に
し
た
。

　

ま
た
、
改
札
を
出
て
も
追
加

料
金
な
く
乗
り
換
え
が
で
き
る

ハ
ブ
駅
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
方

法
、
乗
り
換
え
、
安
全
性
に
関

す
る
情
報
も
増
や
し
、
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
な
が
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲
載
。
新
マ
ッ

プ
は
す
で
に
駅
の
デ
ジ
タ
ル
ス

ク
リ
ー
ン
に
掲
示
さ
れ
て
お

り
、
Ｒ
２
１
１
貫
通
路
式
車
両

に
も
近
く
表
示
さ
れ
る
。
物
理

的
な
路
線
図
は
今
後
徐
々
に
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
交
換
さ
れ
る

が
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.mta.info/
maps

で
は
新
旧
共
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
路
線
公
式
マ
ッ
プ

50
年
ぶ
り
に
刷
新

MTA

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
２
日

に
「
相
互
関
税
」
を
発
表
し
て

以
降
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明

感
を
背
景
に
投
資
家
の
リ
ス

ク
回
避
姿
勢
が
強
ま
っ
て
お

り
、
株
安
の
連
鎖
が
続
い
て
い

る
。
相
互
関
税
は
５
日
よ
り
約

１
０
０
か
国
に
一
律
10
％
の
関

税
を
か
け
、
う
ち
約
60
か
国
に

は
９
日
よ
り
さ
ら
に
税
率
を
上

乗
せ
す
る
も
の
。
合
計
で
中
国

は
１
０
４
％
、
日
本
は
24
％
、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
20
％
、

英
国
は
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
は
発
表
翌
日
の
３
日
、

主
要
企
業
で
つ
く
る
ダ
ウ
工
業

株
30
種
平
均
が
前
日
終
値
よ
り

１
６
７
９
・
39
ド
ル
（
約
４

％
）
安
の
４
万
５
４
５
・
93
ド

ル
で
取
引
を
終
え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
２
０
２
０
年
６
月
以
来
、
約

５
年
ぶ
り
の
下
げ
幅
を
記
録
し

た
。
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
種
指
数
は

約
４
・
８
％
安
、
ハ
イ
テ
ク
株

比
率
が
高
い
ナ
ス
ダ
ッ
ク
総
合

指
数
も
約
６
％
安
と
下
落
。

　

中
国
は
４
日
、
対
抗
措
置
と

し
て
米
国
か
ら
の
全
輸
入
品
に

34
％
の
追
加
関
税
を
10
日
か
ら

課
す
と
発
表
。
株
式
を
売
る
動

き
は
止
ま
ら
ず
ダ
ウ
は
前
日
比

２
２
３
１
ド
ル
（
５
・
５
％
）

も
落
ち
込
み
、
史
上
３
番
目
の

下
げ
幅
を
記
録
し
た
。
ナ
ス
ダ

ッ
ク
も
前
日
比
６
％
安
と
な
る

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
銘
柄
が
下

落
し
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
２
日
間

で
お
よ
そ
６
兆
６
０
０
０
億
ド

ル
の
株
式
の
時
価
総
額
が
失
わ

れ
た
と
報
じ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
６
日
、

「
何
も
か
も
下
が
る
こ
と
は
望

ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
何
か

を
解
決
す
る
た
め
に
は
薬
を
飲

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
」
と
記
者
団
に
語
り
、
株

価
が
大
幅
に
下
が
っ
て
も
「
相

互
関
税
」
な
ど
関
税
引
き
上
げ

は
必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。　

　

イ
ン
フ
レ
懸
念
が
高
ま
る
米

国
だ
が
、
原
油
価
格
は
６
日
、

一
時
１
バ
レ
ル
60
ド
ル
を
下
回

り
、
ほ
ぼ
４
年
ぶ
り
の
安
値
と

な
っ
た
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、米
連
邦
準
備
理
事
会（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
の
パ
ウ
エ
ル
議
長
に
対

し
、利
下
げ
を
す
る
よ
う
再
三
、

求
め
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
場
は
、
９
日
に
発
動

さ
れ
る
上
乗
せ
分
の
相
互
関
税

に
よ
っ
て
世
界
的
に
景
気
が
悪

化
す
る
と
の
懸
念
が
強
ま
り
、

ダ
ウ
は
先
週
末
と
比
べ
て
一

時
、
１
７
０
０
ド
ル
を
超
え
る

値
下
が
り
と
な
っ
た
。
し
か
し

関
税
措
置
を
90
日
間
、
停
止
す

る
こ
と
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

検
討
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流

れ
、
買
い
戻
し
の
動
き
も
起
き

た
。
と
こ
ろ
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
が
「
フ
ェ
イ
ク
（
虚
偽
）
だ
」

と
否
定
す
る
と
再
び
下
落
し

た
。
結
局
、
前
週
末
比
３
４
９

ド
ル
26
セ
ン
ト
（
０
・
91
％
）

安
の
３
万
７
９
６
５
ド
ル
60
セ

ン
ト
で
終
え
、
下
げ
幅
を
縮
小

し
た
。
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
も
先
週

末
比
０
・
23
％
安
と
小
幅
の
下

落
。
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
３
営
業
日

ぶ
り
に
小
幅
反
発
し
、
前
週
末

比
０
・
０
９
９
％
高
で
終
え
た
。

（
以
上
い
ず
れ
も
速
報
値
）

ト
ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク

関
税
で
株
価
大
暴
落

NY 証券取引所前に立つ「恐れを知らぬ少女像」も見守る世界経済（４日、写真・三浦良一）
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2025年（令和 7年）4月 12日（土） ［総　合］　　（2  ）
　

３
月
末
に
東
京
は
夏
日
と
な

っ
て
桜
満
開
宣
言
が
出
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
お
花
見
も
ピ
ー

ク
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
翌
日

か
ら
10
度
以
下
の
寒
い
気
温
と

雨
模
様
が
続
き
、
や
っ
と
週
末

に
は
お
天
気
が
回
復
し
て
街
は

お
花
見
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
週
は
Ｎ
Ｙ
も
満
開
の
桜
の
お

花
見
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　

３
月
26
日
か
ら
4
月
15
日
ま

で
松
屋
銀
座
7
階
お
り
ふ
し
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

サ
ロ
ン
嘉
多
加
古
×
大
石
育
子　

春
の
テ
ー
ブ
ル
」
を
コ
ラ
ボ
展

示
し
て
い
ま
す
。
銀
座
へ
行
か

れ
る
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
よ
り
く

だ
さ
い
ね
。

　

今
回
春
号
の
テ
ー
ブ
ル
は
、

お
う
ち
の
中
で
桜
を
愛
で
る
お

花
見
の
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て
み

ま
し
た
。
大
ぶ
り
な
枝
を
使
っ

て
木
の
下
に
い
る
か
の
よ
う
な

お
花
見
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
。
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら

ハ
ラ
ハ
ラ
舞
う
桜
の
花
び
ら
も

情
緒
が
あ
り
ま
す
。
東
洋
と
西

洋
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の

を
使
っ
て
、
人
種
の
る
つ
ぼ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ス
タ
イ
ル
に
し

て
み
ま
し
た
。
皆
様
も
ぜ
ひ
美

し
い
桜
の
お
花
見
を
大
切
な
方

と
愉
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

◆
蝙
蝠
は
吉
祥
文
様
◆

　

蝙
蝠
は
西
洋
で
は
ド
ラ
キ
ュ

ラ
な
ど
あ
ま
り
い
い
イ
メ
ー
ジ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
く
中

国
で
は
「
福
に
変
わ
る
」
と
い

う
発
音
と
同
じ
こ
と
か
ら
福
寿

を
象
徴
す
る
吉
祥
文
様
と
し
て

日
本
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
て

福
を
呼
ぶ
縁
起
の
良
い
柄
と
し

て
長
ら
く
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

◆
唐
獅
子
模
様
の
古
伊
万
里
◆

　

唐
獅
子
は
、
中
国
、
日
本
に

伝
わ
る
神
獣
。
も
と
は
仏
陀
の

一
族
を
守
護
す
る
イ
ン
ド
ラ
イ

オ
ン
が
モ
チ
ー
フ
で
、
中
国
に

伝
わ
る
に
つ
れ
て
美
術
的
、
装

飾
的
に
図
案
化
さ
れ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
古
来
獅
子
は
百
獣

の
王
、
瑞
獣
と
考
え
ら
れ
、
美

術
品
の
意
匠
と
し
て
巻
き
毛
の

た
て
が
み
を
蓄
え
た
勇
壮
な
姿

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
お
気
に

入
り
の
器
で
す
。

◆
文
字
紋
の
入
っ
た
タ
イ
の
焼

き
物
◆

　

友
人
が
タ
イ
旅
行
で
買
っ
て

き
て
く
れ
たBlue & W

hite

の
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
。
篆
書
体
と

い
う
古
い
字
体
に
似
て
い
ま
す

が
そ
う
で
は
な
く
、「
文
字
紋
」

と
い
う
願
い
を
表
す
文
様
な
の

だ
そ
う
で
す
。
韓
国
時
代
劇
で

大
石
育
子(Ikuko Oishi)

 

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
食
空
間
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

日
本
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

講
師
。
東
京
ド
ー
ム
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
入
選
、
２
０
２
０
年

2
部
門
で
入
選&

奨
励
賞
受

賞
。
２
０
２
３
年
2
部
門
で
入

選
＆
佳
作
受
賞
。

atelierdeikukonewyork.
themedia.jp

王
様
や
偉
い
人
が
来
て
い
る
服

や
帽
子
に
こ
の
文
字
紋
が
つ
い

て
い
る
と
篆
書
の
先
生
が
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◆
春
の
テ
ー
ブ
ル
の
ポ
イ
ン
ト
◆

Point1　
全
体
を
ピ
ン
ク
に
せ

ず
小
物
や
飲
み
物
を
ア
ク
セ
ン

ト
使
い
で
Ｎ
Ｙ
大
人
女
子
の
テ

ー
ブ
ル
♪

Point2　
料
理
に
は
菜
の
花
や

蕗
の
薹
の
て
ん
ぷ
ら
な
ど
旬
の

も
の
を
取
り
入
れ
て
♪

Point3　
折
敷
を
ア
ク
リ
ル
板

に
す
る
こ
と
で
透
け
感
を
出
し

て
軽
や
か
に
♪

    

桜
満
開
♪ 

お
花
見
を
愉
し
む
女
子
会

◆
大
石
育
子
の
◆

暮
ら
し
の

テ
ー
ブ
ル

mailto:Brooklyn.bbfl@gmail.com
atelierdeikukonewyork.themedia.jp
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15
年
前
に
凛
と
し
た
香
り
の

焼
酎
を
打
ち
出
し
た
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
リ
ー
ド
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
今
井
千
恵
さ
ん
。

２
０
１
０
年
、
当
時
芋
焼
酎
を

香
り
で
打
ち
出
す
酒
蔵
会
社
は

ど
こ
に
も
な
か
っ
た
時
代
、
女

性
が
胸
を
は
っ
て
飲
め
る
か
っ

こ
い
い
焼
酎
、
モ
ー
リ
ス
ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
よ
く
、
次
な
る
ア
イ
テ
ム
と

し
て
香
水
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
が
、 

今
井
さ
ん
の
発
想
は
違

っ
た
。
た
だ
の
香
水
で
は
な

く
「
飲
む
香
水
」
だ
っ
た
。
自

身
の
故
郷
、
鹿
児
島
の
豊
か
な

環
境
が
生
み
出
し
た
、
ま
っ
た

く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
本
格
芋

焼
酎
、
そ
れ
がMORRIS 

（
モ

ー
リ
ス
）
だ
。
飲
み
や
す
さ
と

香
り
、
凛
と
し
た
口
ざ
わ
り
、

CHIE IMAI

の
モ
ー
リ
ス
ス
ピ

リ
ッ
ツ
が
15
年
を
経
て
、
ま
る

で
こ
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
た
か
の
よ
う
に
、
こ
こ
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
有
名
な
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の
手
に
よ
り
販

売
が
開
始
さ
れ
た
。

　

MORRIS

（
モ
ー
リ
ス
）
の

酒
質
は
、
焼
酎
に
最
も
適
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る「
黄
金
千
貫
」

の
甘
い
香
り
と
上
品
な
風
味
、

時
流
に
乗
っ
た
黒
麹
仕
込
み
に

よ
る
コ
ク
の
深
み
が
特
徴
だ
。　

　
「
２
０
１
０
年
当
時
、
焼
酎

界
は
香
り
に
興
味
の
な
い
時
代

で
し
た
が
、
製
造
工
程
で
華
や

か
な
香
り
を
引
き
出
す
手
法
を

用
い
た
こ
と
に
よ
り
、
絶
妙
な

香
り
と
味
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
今
は
ど
こ
の
焼
酎
蔵
も
香

り
を
打
ち
出
し
始
め
て
い
ま

す
」。
妥
協
を
許
さ
な
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
は 

15 

年
前
に
焼
酎
界
で
も
香
り
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
な
り
、
い
ま
だ
か

つ
て
な
い
「
香
福
の
滴
」
を
作

り
出
し
た
。

　

今
井
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
は

政
権
が
変
わ
り
、
貿
易
関
係
が

タ
イ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
こ
ん
な
時
代
こ
そ
、
モ
ー

リ
ス
な
の
で
す
。
逆
境
を
跳
ね

の
け
て
伸
び
て
き
た
モ
ー
リ
ス

ス
ピ
リ
ッ
ツ
。
糖
度
0
。
若
者

に
今
大
人
気
で
す
。日
本
で
は
、

素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル
の
バ
ー

や
、
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
飲
め
て
も
買
え
な
い
焼
酎
と

し
て
人
気
が
出
て
い
ま
す
」
と

い
う
。

【
飲
み
方
例
】

◆
モ
ー
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
＝

冷
た
く
冷
え
た
モ
ー
リ
ス
と
ト

ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
3
：
7

の
割
合
で
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
、
ス

ラ
イ
ス
し
た
ラ
イ
ム
で
飾
り
付

け
し
て
出
来
上
が
り
。
マ
テ
ィ

ー
ニ
グ
ラ
ス
、
フ
ル
ー
ト
グ
ラ

ス
が
お
す
す
め
。（
写
真
左
）

◆
モ
ー
リ
ス
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ

ッ
ク
＝
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
を
お
好

み
の
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
に
入
れ
、

モ
ー
リ
ス
注
ぐ
。
お
好
み
で
ラ

イ
ム
ス
ラ
イ
ス
を
添
え
て
。（
写

真
右
）

モ
ー
リ
ス
を
手
に
持
つ
今
井
さ
ん

花・香る・飲む香水
MORRIS（モーリス）スピリッツ
本格芋焼酎  米国で 発売開始

　

街
の
緑
化
を
促
進
す

る
非
営
利
団
体
Ｎ
Ｙ
レ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｙ
Ｒ

Ｐ
）
は
地
球
の
環
境
保

護
を
考
え
る
ア
ー
ス
月

間
、
Ｎ
Ｙ
市
内
各
地
で

７
万
５
０
０
０
本
以
上

の
苗
木
を
提
供
し
て
い

る
。
今
年
は
、
今
月
５

日
か
ら
５
月
４
日
ま
で

の
土
・
日
曜
、
Ｎ
Ｙ
市

の
環
境
回
復
力
を
支
援

す
る
目
的
で
ア
メ
リ
カ

ガ
キ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

ス
モ
モ
、ア
メ
リ
カ
桜
、

ス
ウ
ィ
ー
ト
ベ
イ
マ
グ
ノ

リ
ア
、
マ
ン
サ
ク
、
ア
ケ

ビ
ガ
キ
と
も
呼
ば
れ
る
ポ

ポ
ー
を
含
む
自
生
樹
木
26

種
、
３
５
０
０
本
を
配
布

す
る
。
配
布
場
所
の
詳
細

はhttps://www.nyrp.
org/en/get-involved/
tree-giveaways/

を
参

照
す
る
。
同
サ
イ
ト
で
事

前
予
約
も
で
き
る
が
、
早

め
に
到
着
し
て
名
前
を
登

録
す
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
の

後
半
で
先
着
順
で
残
っ
た

苗
木
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

無料で苗木を配布
春の恒例イベントで環境支援

https://www.nipponclub.org/
https://japanvillage.com/
https://www.sakagura.com/eastvillagev
https://e-kaigo.net/
https://www.symphonyspace.org/events/vp-from-osaka-to-nyc-den-en-universe
https://qbhouseusa.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
ttps://www.nyrp.org/en/get-involved/tree-giveaways/
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乳
が
ん
に
関
す
る
最
新
の
治

療
情
報
や
早
期
発
見
の
啓
発
活

動
を
行
う
非
営
利
団
体
「
Ｂ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
26
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま

で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45
丁

目
49
番
地
５
階
）
に
て
、
第
６

回
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
イ

ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
サ
ウ
ス
を

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
す
る
。 

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
人
女
性
の
罹
患
率
が
高
い
乳

が
ん
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

深
め
、
万
が
一
罹
患
し
た
場
合

に
適
切
な
対
処
が
で
き
る
よ

う
、
基
本
的
な
情
報
と
最
新
の

医
療
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
米
国
在
住

の
日
本
人
医
師
を
講
師
に
迎

え
、
質
の
高
い
医
療
を
受
け
る

第
6
回
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

26
日
に 

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　

去
る
4
月
1
日
、

正
確
に
は
3
月
31
日

か
ら
だ
が
、
私
が
閲

覧
の
み
で
利
用
し
て

い
る
様
々
な
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
で
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
エ

イ
プ
リ
ル
フ

ー
ル
ネ
タ
が

氾
濫
し
て
い

た
。
政
治
関
連

の
ネ
タ
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
関

連
の
ネ
タ
、
内
輪
ネ
タ
、

悪
意
が
あ
る
と
し
か
思

え
な
い
決
し
て
笑
え
な

い
よ
う
な
話
も
多
く
目

に
し
た
。
以
前
は
名
だ

た
る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
も
っ

と
も
ら
し
い
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を
制
作
し
、
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
の
「
新
製

品
を
発
表
」
し
た
り
し

て
、
私
も
こ
の
日
に
ブ
ラ

ウ
ザ
を
開
く
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
の
だ
が
、
そ
れ
も
昔
の
話
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
否
定
で

き
な
い
。
原
因
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
毎
日
洪
水
の
よ
う
に
押

し
寄
せ
て
来
る
圧
倒
的
な
情
報

量
と
、
そ
れ
ら
の
真
偽
を
確
認

す
る
術
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
事
に
あ
る
。
ブ
ロ
グ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
技
術
が
世
に
出
て
く
る
前

は
、
一
個
人
が
不
特
定
多
数
を

相
手
に
情
報
を
発
信
す
る
手
段

は
皆
無
に
等
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
特
性
や
編

集
上
の
意
図
は
と
も
か
く
、
情

報
を
発
信
す
る
側
に
は
少
な
く

と
も
プ
ロ
と
し
て
の
最
低
ラ
イ

ン
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
備
わ
っ

て
い
た
と
思
う
し
、
伝
達
さ
れ

る
内
容
に
は
、
発
信
元
が
そ
の

内
容
に
企
業
と
し
て
責
任
を
持

つ
と
い
う
一
種
の
「
担
保
」
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
気
が
す

る
。
そ
れ
ら
が
今
や
「
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
が

日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
情
報
の
発
信
者
の
素
性
に

拘
ら
ず
、
情
報
の
受
信
者

に
と
っ
て
都
合
の
良
い
情

報
は
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら

れ
る
一
方
で
、
悪
い
情
報

は
受
信
者
自
ら
の
意
思
で

遮
断
さ
れ
、
時
に
は
明
確

な
根
拠
も
な
く
糾
弾
さ
れ

る
場
合
す
ら
あ
る
。結
果
、

流
れ
て
く
る
情
報
を
素
直

に
楽
し
め
な
い
環
境
が
す

っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
人
類
に
と
っ

て
不
幸
な
事
だ
と
思
う
。

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

情
報
を
取
捨
選
択
し
、
時

間
を
か
け
て
咀
嚼
す
る
と

い
う
時
間
が
無
い
現
代
で

は
致
し
方
な
い
事
な
の
か

も
知
れ
な
い
が
。
仕
方
が

無
い
の
で
、
最
近
は
余
計
な
事

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
小
説
を
読
む
事

に
没
頭
す
る
時
間
が
増
え
て
い

る
。
毎
日
が
エ
イ
プ
リ
ル

フ
ー
ル
の
現
代
を
生
き
抜

い
て
い
く
た
め
の
私
な
り

の
術
と
し
て
通
勤
電
車
で

文
庫
本
を
抱
え
つ
つ
、
何

だ
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
な
が

ら
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

毎日がエイプリルフール

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
連
邦
政
府

の
リ
ス
ト
ラ
、
孤
立
主
義
の
外

交
に
続
い
て
「
相
互
関
税
」
政

策
へ
と
踏
み
出
し
た
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
壊
す
だ
け
で
な

く
、
大
不
況
を
人
工
的
に
起
こ

し
て
自
給
自
足
経
済
を
目
指
す

ら
し
い
。
混
乱
の
規
模
と
深
度

を
考
え
る
と
、最
も
弱
い
部
分
、

つ
ま
り
中
間
層
以
下
の
生
活
を

直
撃
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
進
む
の
で
あ
れ

ば
政
治
的
に
は
流
動
化
も
あ
り

得
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
野
党
の
民
主

党
に
は
政
局
の
軸
に
な
る
よ
う

な
動
き
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
内
紛
を
抱
え
て

迷
走
中
で
あ
る
。
大
統
領
選
敗

北
の
犯
人
探
し
も
収
ま
っ
て
い

な
い
中
、
と
り
わ
け
、
こ
こ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
混
乱
は

目
立
つ
。

　

ま
ず
、
今
年
の
11
月
に
は
任

期
満
了
に
伴
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
現
職

の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
バ
イ
デ
ン
政
権
時
代
に
、
外

国
政
府
か
ら
の
接
待
を
受
け
た

容
疑
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
。
政

権
交
代
後
、
ア
ダ
ム
ス
氏
は
ト

ラ
ン
プ
新
大
統
領
に
接
近
し

て
、
起
訴
を
取
り
下
げ
て
も
ら

う
代
わ
り
に
不
法
移
民
摘
発
に

協
力
す
る
と
約
束
。
こ
れ
を
裏

切
り
行
為
と
受
け
取
っ
た
民
主

党
は
市
長
の
罷
免
を
模
索
す
る

一
方
で
、
市
長
は
無
所
属
出
馬

も
辞
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

一
見
す
る
と
ア
ダ
ム
ス
氏
は

身
勝
手
な
変
節
漢
に
思
わ
れ
る

が
、
話
は
単
純
で
は
な
い
。
ま

ず
、
バ
イ
デ
ン
政
権
時
代
に
、

難
民
申
請
者
が
南
部
国
境
に
押

し
押
せ
た
。
保
守
派
は
彼
ら
を

不
法
移
民
扱
い
し
て
い
る
が
、

実
際
は
合
法
難
民
申
請
者
で
あ

る
の
で
、
連
邦
政
府
と
し
て
は

申
請
を
受
理
し
て
審
査
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
審

査
の
期
間
の
ケ
ア
を
嫌
が
っ
た

南
部
諸
州
は
、
多
く
の
申
請
者

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
送
り
込

ん
だ
。
ア
ダ
ム
ス
氏
は
頑
張
っ

て
そ
の
受
け
入
れ
を
続
け
た
結

果
、
市
の
予
算
は
逼
迫
し
連
邦

政
府
に
支
援
を
求
め
た
。
と
こ

ろ
が
、
当
時
の
バ
イ
デ
ン
政
権

は
「
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
問
題
を

処
理
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
民

主
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
、
冷
た
い
態
度
を
取
っ
た
。

ア
ダ
ム
ス
氏
は
、
恐
ら
く
こ
の

バ
イ
デ
ン
政
権
の
冷
淡
さ
の
延

長
で
、
自
分
へ
の
捜
査
が
行
わ

れ
た
と
思
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
事
情
を
知
る
有
権
者
の

中
に
市
長
へ
の
同
情
論
が
あ
る

の
は
こ
の
た
め
だ
。

　

で
は
、
ア
ダ
ム
ス
氏
を
引
き

ず
り
下
ろ
そ
う
と
い
う
民
主
党

の
有
力
候
補
は
と
い
う
と
、
元

知
事
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ

モ
氏
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。

同
氏
の
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
対

策
の
失
敗
を
批
判
さ
れ
て
知
事

を
辞
任
、
そ
の
後
は
セ
ク
ハ
ラ

疑
惑
も
出
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら

２
つ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い

て
は
身
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
た

と
し
て
ヤ
ル
気
満
々
だ
。
ち
な

み
に
、
こ
の
２
つ
の
問
題
で
同

氏
を
追
い
詰
め
た
の
は
民
主
党

の
党
内
左
派
で
あ
り
、
こ
こ
に

も
内
紛
が
見
て
取
れ
る
。

　

国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
26
年
の

中
間
選
挙
で
改
選
を
迎
え
る
チ

ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
民
主
党

上
院
院
内
総
務
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
選
出
）
を
、
予
備
選
段
階

で
引
き
ず
り
下
ろ
す
動
き
が
あ

る
。
市
内
ク
イ
ー
ン
ズ
区
選
出

の
Ａ
Ｏ
Ｃ
こ
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
・
オ
カ
シ
オ
コ
ル
テ
ス
下

院
議
員
を
上
院
に
擁
立
し
よ
う

と
い
う
待
望
論
が
あ
る
。
理
由

は
、
シ
ュ
ー
マ
ー
議
員
は
、
政

府
閉
鎖
を
回
避
す
る
た
め
の
予

算
案
で
共
和
党
に
同
調
し
た
か

ら
だ
。
党
内
左
派
は
、
政
府
閉

鎖
を
発
生
さ
せ
た
方
が
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
し
て
、
シ
ュ
ー
マ

ー
氏
の
妥
協
を
裏
切
り
だ
と
し

て
い
る
。
党
内
の
世
論
調
査
で

は
Ａ
Ｏ
Ｃ
氏
が
大
き
く
リ
ー
ド

し
て
い
る
。
た
だ
、
彼
女
に
ス

イ
ッ
チ
し
た
場
合
に
保
守
化
が

見
ら
れ
る
州
全
体
で
は
本
選
で

勝
て
る
か
不
透
明
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
Ａ
Ｏ
Ｃ
氏
は
現
時
点

で
は
慎
重
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
政
治
の
世
界
で

は
、
二
大
政
党
の
党
内
抗
争
は

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

の
で
良
い
と
さ
れ
て
き
た
。
け

れ
ど
も
、
現
在
の
民
主
党
の
内

紛
に
は
、
そ
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
感
じ
ら

れ
な
い
。
低
次
元
の
抗
争
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
問
題
は
も
っ
と
根

深
い
。

　

そ
れ
は
、
現
在
の
ト
ラ
ン
プ

政
治
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

で
稼
い
だ
カ
ネ
を
国
内
で
再
分

配
す
る
」
と
い
う
ク
リ
ン
ト
ン

＝
オ
バ
マ
路
線
へ
の
「
全
面
拒

否
」
を
突
き
つ
け
て
い
る
か
ら

だ
。
つ
ま
り
国
際
分
業
を
進
め

る
中
で
米
国
は
「
知
的
付
加
価

値
の
生
産
」
に
専
念
し
、
製
造

工
程
は
空
洞
化
さ
せ
て
き
た
わ

け
だ
が
、
そ
う
な
る
と
「
知
的

な
る
も
の
」
に
関
心
の
な
い
層

は
国
内
に
は
居
場
所
が
な
く
な

る
。
こ
の
状
況
へ
の
「
破
壊
的

異
議
申
し
立
て
」
が
ト
ラ
ン
プ

政
治
と
い
う
わ
け
だ
。な
ら
ば
、

民
主
党
は
改
め
て
「
土
と
油
の

匂
い
の
す
る
誠
実
な
労
働
の

場
」
を
リ
ス
ぺ
ク
ト
す
る
、
つ

ま
り
80
年
代
以
前
の
自
分
た
ち

の
原
点
を
見
つ
め
直
す
必
要
が

政
局
激
動
の
軸
に
な
れ
ず
迷
走
す
る
民
主
党

あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
党
内
穏
健
派
に

は
ク
リ
ン
ト
ン
＝
オ
バ
マ
路
線

を
修
正
す
る
動
き
は
見
え
な

い
。
左
派
に
至
っ
て
は
、
米
国

経
済
を
壊
し
か
ね
な
い
ト
ラ
ン

プ
政
治
と
比
較
す
る
と
、
Ｇ
Ｘ

に
よ
る
全
体
の
成
長
プ
ラ
ス
強

め
の
再
分
配
と
い
う
路
線
は
説

得
力
を
持
つ
は
ず
だ
が
、
一
本

調
子
の
ト
ラ
ン
プ
批
判
ば
か
り

で
上
滑
り
を
重
ね
て
い
る
。
現

在
の
混
乱
は
、
経
済
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
の
大
き
さ
か
ら
考
え
る

と
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

野
党
民
主
党
に
は
混
乱
に
ス
ト

ッ
プ
を
か
け
る
知
恵
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
感
じ
ら
れ
な
い
中
で

は
、
共
和
党
の
穏
健
派
に
希
望

を
託
す
し
か
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
。
ま

ず
、
が
ん
研
有
明
病
院
乳
腺
セ

ン
タ
ー
長
・
乳
腺
外
科
部
長
の

上
野
貴
之
医
師
が
「
乳
が
ん
患

者
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
最
適

な
治
療
を
〜
最
新
の
デ
ー
タ
が

導
く
明
る
い
未
来
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
行
う
。

次
に
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大

学
病
院
放
射
線
科
Ｉ
Ｖ
Ｒ
研
究

グ
ル
ー
プ
・
放
射
線
科
医
の
フ

ォ
ッ
ク
ス
岡
本
聡
子
医
師
が

「
日
米
の
乳
が
ん
画
像
診
断
の

違
い
〜
乳
が
ん
手
術
前
、
術
後

検
診
ま
で
〜
」
に
つ
い
て
講
演

を
行
う
。
そ
し
て
最
後
に
Ｂ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
立
者
・
代
表

の
山
本
眞
基
子
氏
が
「
転
移
性

乳
が
ん
と
共
に
20
年
〜
そ
れ
で

も
人
生
は
輝
く
〜
」
と
題
し
た

経
験
者
ト
ー
ク
を
行
う
。
Ｎ
Ｙ

メ
ッ
ツ
と
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
チ
ケ

ッ
ト
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
も
用
意
し
て
い
る
。
司
会
は

Ｆ
Ｃ
Ｉ
ー
Ｎ
Ｙ
の
久
下
香
織
子

キ
ャ
ス
タ
ー
。 

　

会
場
の
参
加
希
望
者
は
Ｂ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://bcnetwork.

org

か
ら
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
人

数
制
限
な
し
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ
メ
ー
ル info@bcnetwork.

org 

ま
で
。
な
お
、
ラ
イ
ブ
配

信
を
見
逃
し
た
人
の
た
め
に
、

後
日
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て

講
演
動
画
を
配
信
す
る
。

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

上
野
貴
之
医
師

岡
本
聡
子
医
師

久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー

山
本
眞
基
子
氏

　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
を
拠
点
と
す

る
ラ
ン
キ
ン
グ
・
評
価
サ
イ
ト

の
ニ
ッ
チ
（
旧
カ
レ
ッ
ジ
・
プ

ロ
ウ
ラ
ー
）
は
、
子
供
の
い
る

家
族
が
新
学
年
度
に
向
け
適
当

な
学
校
や
住
宅
地
を
探
せ
る
よ

う
、
米
国
内
の
主
要
都
市
を
対

象
に
住
み
や
す
い
地
区
を
調
査

し
た
。
同
サ
イ
ト
は
国
勢
調
査

局
や
労
働
統
計
局
、
疫
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の

デ
ー
タ
の
ほ
か
、
ア
フ
ォ
ー
ダ

ビ
リ
テ
ィ
（
家
計
の
負
担
）、

住
宅
市
場
、
多
様
性
、
公
立
校
、

ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
（
歩
け
る

範
囲
）
に
関
す
る
住
民
の
評
価

な
ど
を
基
に
、
地
区
の
生
活
水

準
を
分
析
し
た
。
同
サ
イ
ト
創

立
者
の
ル
ー
ク
・
ス
カ
ー
マ
ン

氏
は
「
家
族
や
住
宅
購
入
者
、

専
門
家
た
ち
が
ニ
ッ
チ
を
信
頼

で
き
る
情
報
源
と
し
て
情
報
を

参
考
に
し
て
お
り
、
自
信
を
持

っ
て
最
適
な
住
処
を
発
見
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
続
け
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
５
位
は
次
の
通
り
。
１
位
リ

ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
、
２
位
キ
ッ

プ
ス
・
ベ
イ
、
３
位
シ
ア
タ

ー
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
（
劇
場

街
）、
４
位
ヘ
ル
ズ
・
キ
ッ
チ

ン
、
５
位
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ

ド
・
ハ
イ
ツ
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ

の
上
位
は
主
に
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
高
級
住

宅
地
が
占
め
て
い
る
。
１
位
の

リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
に
つ
い
て

同
サ
イ
ト
は
「
公
立
校
、
交
通

の
便
、
医
療
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

施
設
の
ア
ク
セ
ス
、
屋
外
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
、
多
様
性
、
家
族
層
に
適

し
た
自
然
」
を
評
価
し
て
い

る
。
同
地
区
の
住
宅
価
格
の
中

央
値
は
81
万
４
６
８
６
ド
ル
、

平
均
家
賃
は
月
額
１
７
６
２

ド
ル
。
２
位
キ
ッ
プ
ス
・
ベ

イ
の
住
宅
価
格
の
中
央
値
は

１
０
０
万
ド
ル
、
平
均
家
賃
は

２
８
５
３
ド
ル
、
３
位
劇
場

街
は
そ
れ
ぞ
れ
１
８
０
万
ド

ル
、
２
５
４
０
ド
ル
。
詳
細
は

https://www.niche.com/
places-to-live/search/best-
neighborhoods/t/new-
york-city-new-york-ny/

を

参
照
す
る
。

住みやすい地区
ランキング
１位は

リトル・イタリー

http://goldsteinvisa.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
http://bcnetwork.org
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.niche.com/
https://www.niche.com/
https://www.niche.com/
https://www.niche.com/


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）4月 12日（土）

　

伝
統
と
モ
ダ
ン
が
融
合
す
る

特
別
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

が
19
日
（
土
）
と
20
日
（
日
）

の
２
日
間
、
正
午
か
ら
午
後
７

時
ま
で
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
会

場
（
西
35
丁
目
１
４
７
番
地

２
０
９
号
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。（
主
催
： Mademoiselle 

Bon Bon, NYC / US-JAPAN

　

Sustainability Promotion

）

　

着
物
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ア

イ
テ
ム
（
伝
統
織
物
を
活
か
し

路上テラス席復活
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
19
、
20
日

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
２
０
２
５
年
春
の
領

事
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
。
日
程
と
会
場
は
、
５
月

29
日
（
木
）
チ
ャ
ー
ル
ス
ト

ン
（
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
：Sleep Inn & Main Stay 

Suites

）、
６
月
５
日
（
木
）

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
：Buff alo Airport 

Hotel

）、
６
月
12
日
（
木
）
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
（
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ

ア

州
：Comfort Suites 

Pittsburgh Airport

）、

６

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

は
３
月
25
日
、
屋
外
路
上
テ
ラ

ス
席
営
業
の
申
請
を
し
た
飲

食
店
の
う
ち
８
割
に
当
た
る

２
４
０
０
店
以
上
を
許
可
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
同
市
は
、

飲
食
店
が
コ
ロ
ナ
禍
で
も
営
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
屋
外
席
の

営
業
を
許
可
し
て
い
た
が
、
規

制
緩
和
後
は
屋
外
テ
ラ
ス
席
の

運
営
に
は
同
局
の
条
件
付
き
の

許
可
が
必
要
と
な
り
、
承
認
さ

れ
な
い
限
り
Ｎ
Ｙ
州
酒
類
管
理

局
に
屋
外
酒
類
販
売
許
可
書
を

申
請
で
き
な
い
。
Ｎ
Ｙ
市
議
会

は
２
０
2
３
年
、
屋
外
営
業
の

許
可
を
Ｄ
Ｏ
Ｔ
、
自
治
体
、
同

市
会
計
監
査
室
に
要
請
す
る
法

案
を
承
認
し
た
。
Ｄ
Ｏ
Ｔ
は
声

明
で
「
同
市
議
会
は
、
車
道
に

テ
ー
ブ
ル
席
を
置
い
て
の
営
業

を
以
前
か
ら
反
対
し
て
い
た

が
、
交
渉
で
同
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア

ウ
ト
Ｎ
Ｙ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
伝

え
て
い
る
。
ま
た
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は
「
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
単
な
る
外
食
で
は

な
く
、
Ｎ
Ｙ
市
の
ス
ト
リ
ー
ト

の
活
気
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
文
化

を
象
徴
す
る
。
当
初
は
10
万
人

の
雇
用
を
守
る
た
め
だ
っ
た

が
、現
在
は
中
小
企
業
の
支
援
、

経
済
の
活
性
化
、
す
べ
て
の
市

民
が
繁
盛
し
公
平
な
ダ
イ
ニ
ン

グ
シ
ー
ン
の
恩
恵
を
受
け
る
よ

う
新
た
な
目
的
が
あ
る
」
と
伝

え
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｔ
は
昨
年
３
月
か
ら
申

請
の
再
検
討
を
始
め
、
１
年
間

で
47
店
舗
が
屋
外
営
業
の
許
可

を
受
け
た
。
そ
し
て
こ
の
ほ

ど
歩
道
上
営
業
を
申
請
し
た

１
８
０
８
店
舗
、
車
道
上
営
業

は
約
６
０
０
店
舗
が
追
加
さ
れ

た
。
サ
イ
ド
ウ
エ
ー
（
歩
道
）

２
４
０
０
店
を
承
認

歩
道
と
車
道
の
２
通
り

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第111回例会/令和7年4月例会概要  
開催日： 令和7年4月24日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 桜と日本人 ̶命を懸けて詠まれ
たサクラと、そこに託された先人の想い̶
開　場： 17:45 (軽飲食あり）
時　間： 18:15 ～20：30（途中休憩を含
む）
講　師： 高崎康裕（会長）
会　費： 20ドル（軽食実費代）
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

今月の例会は、日系人会の「サクラ ヘル
スフェア」プログラムに因み、「桜と日本
人」というテーマで開催する。
儚さや潔さの象徴とされる「桜」を愛して
きた日本人の美意識や感性は、どのような
ものであったのか。
特攻隊員が「靖国の桜の下で会おう」と約
して散華したように、人々が生命の終焉に
際して「桜花」に託した想いや、日本人の
精神と行動に占める「桜」の意味について
考えてみる。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

営
業
と
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
（
車

道
）
営
業
許
可
の
条
件
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
、
歩
道
営
業
は
通

年
、
車
道
営
業
は
４
月
１
日
か

ら
11
月
29
日
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://rules.

cityofnewyork.us/rule/dot-
proposed-rule-outdoor-
dining/

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
同
市
は
屋
外
営
業
希

望
店
舗
を
対
象
に
、
屋
外
営

業
の
条
件
を
満
た
す
収
納
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
支
援
や
必

要
品
の
レ
ン
タ
ル
（
月
家
賃

１
０
０
０
ド
ル
〜
、
日
割
33

ド
ル
〜
）、
販
売
を
ダ
イ
ニ

ン
グ
ア
ウ
ト
Ｎ
Ｙ
Ｃ
マ
ー
ケ

ッ
ト
プ
レ
イ
ス
（https://

www.diningoutnyc.info/
marketplace

）
で
提
供
し
て

い
る
。
３
月
30
日
付
Ｎ
Ｙ
ポ
ス

ト
紙
電
子
版
の
記
事
の
掲
載
時

点
で
は
、
同
州
酒
類
管
理
局
の

屋
外
酒
類
販
売
許
可
を
得
た
飲

食
店
は
わ
ず
か
７
店
舗
に
留
ま

っ
て
い
る
。

な
が
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
プ
ロ
ダ
ク

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
一
点

物
）、
隕
石
入
り
オ
ル
ゴ
ナ
イ

ト
手
創
り
（
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
入
れ
た
パ
ワ
ー
ス
ト
ー

ン
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）、
筆

文
字
ア
ー
ト
（
好
き
な
言
葉
を

筆
文
字
で
書
く
）
な
ど
、
日
本

の
美
し
い
文
化
を
現
代
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
取
り
入
れ
た
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
に
多
彩
な

ア
イ
テ
ム
を
販
売
す
る
。
主
催

者
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

日
本
文
化
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

2
日
間
。
日
本
の
美
し
さ
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
機

会
。
ご
来
訪
の
方
は
イ
ン
ス
タ

か
ら
連
絡
推
奨
」
と
話
し
て

い
る
。
日
本
か
ら
の
優
れ
た

商
品
を
陳
列
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
が
手
軽
に
商
品
を
手

に
と
っ
て
品
定
め
で
き
る
場

所
と
い
う
の
が
実
は
あ
り
そ

う
で
な
い
の
が
Ｎ
Ｙ
の
実
情

だ
け
に
地
の
利
の
良
さ
を
ど

う
生
か
せ
る
か
注
目
さ
れ
る
。

日本の伝統品
ポップアップ展

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

３
月
30
日
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄

道
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
線
の
ダ
イ

ヤ
改
正
を
実
施
し
、
特
に
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
ニ
ュ

ー
ヘ
イ
ブ
ン
駅
を
走
行
す
る
ス

ー
パ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
所
要

時
間
は
約
10
分
短
く
な
り
、
90

分
以
内
で
到
着
が
可
能
に
な
っ

た
。
同
局
は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス

鉄
道
の
運
行
チ
ー
ム
は
特
殊
な

鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
位
置
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
詳
細
な

分
析
、
信
号
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
新
た
な
時
刻
表
を
作
製
し
た

と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
信
号
イ

ン
フ
ラ
の
改
善
も
走
行
速
度
の

向
上
、
速
度
制
限
の
影
響
の
軽

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ジ

ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ボ
ナ
シ
ェ
ク
社

長
は
声
明
で
「
ス
ー
パ
ー
エ
キ

ス
プ
レ
ス
利
用
者
の
移
動
時
間

は
片
道
で
最
低
25
分
短
縮
と
な

り
、週
当
た
り
で
は
２
５
０
分
、

年
間
９
日
間
の
節
約
時
間
を
家

族
や
友
人
と
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

ニューヘイブン線
少し早く到着へ
メトロノース鉄道

月
18
日
（
水
）
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
：Holiday Inn Hotel and 

Suites Philadelphia

）。
領
事

出
張
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
書
類
の
提
出
期
限
は
各
開

催
日
の
２
週
間
前
（
領
事
館

必
着
）
な
の
で
要
注
意
。
ま

た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
国
内
集
中

作
成
開
始
に
伴
い
、
郵
送
に
よ

る
仮
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し

て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.ny.us.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/1day-
ryoji.html

を
参
照
す
る
。

領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
開
催

申
請
書
類
は
２
週
間
前
ま
で
に
提
出
を

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

外
務
省
よ
る
と
日
本
時
間
４

月
７
日
、
午
後
９
時
（
米
東
部

時
間
７
日
午
前
８
時
）
か
ら
約

25
分
間
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大

臣
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
日
本
に
対
し
て
課
せ

ら
れ
た
関
税
の
施
行
に
関
し
て

電
話
会
談
を
行
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
石
破
総
理
大
臣

は
、
２
月
の
日
米
首
脳
会
談
の

成
果
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
の
間
で
、
日
米
関
係
全

体
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
の
実
現
に
向
け
共

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

さ
ら
に
経
済
分
野
に
つ
い

て
、
石
破
総
理
大
臣
か
ら
、
日

本
が
５
年
連
続
で
最
大
の
対
米

投
資
国
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、

米
国
の
関
税
措
置
に
よ
り
日
本

企
業
の
投
資
余
力
が
減
退
す
る

こ
と
を
強
く
懸
念
す
る
と
の
考

え
を
伝
え
た
上
で
、
関
税
で
は

な
く
、
投
資
の
拡
大
を
含
め
、

日
米
双
方
の
利
益
に
な
る
幅
広

い
協
力
の
在
り
方
を
追
求
す
べ

き
で
あ
る
旨
述
べ
、
措
置
の
見

直
し
を
求
め
た
。

　

両
首
脳
は
、
引
き
続
き
率
直

か
つ
建
設
的
な
協
議
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

トランプ大統領と電話会談
石破総理大臣が 25分間
関税の見直しを求める
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税
金
特
集

⑧

確
定
申
告
の
方
法
と

追
徴
・
過
払
い
税
金

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

皆
様
の
中
に
は
既
に
確
定
申

告
書
が
完
成
し
て
申
告
さ
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
税

務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
任
せ
す

る
と
し
て
も
、
完
成
し
た
確
定

申
告
書
は
税
務
当
局
へ
送
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

追
徴
税
が
発
生
し
て
い
る
方
は

当
局
へ
の
支
払
い
が
必
要
で

す
。
過
払
い
が
あ
る
方
も
、
ど

の
よ
う
な
形
で
精
算
を
受
け
る

か
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
皆
様
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
税
務
当
局

へ
の
確
定
申
告
の
送
付
、
支
払

い
、
な
ら
び
に
過
払
い
の
精
算

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

▽
確
定
申
告
方
法

　

米
国
確
定
申
告
は
電
子
申
告

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
確
定
申
告
書
作
成

者
は
電
子
申
告
で
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
子
申
告
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
告
デ
ー
タ
を
各
当
局
に
送

信
し
ま
す
の
で
、
申
告
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
作
成
や
郵
送
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
税
務
当
局
が
確
定

申
告
デ
ー
タ
を
受
理
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
や
、
当
局
で
の
申

告
書
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
確
に
行

わ
れ
る
、
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
早

く
行
わ
れ
る
た
め
に
還
付
金
が

早
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
々
電
子

申
告
が
で
き
る
確
定
申
告
書
の

範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
、
非
居

住
者
の
確
定
申
告
書
で
あ
る

1040NR

も
電
子
申
告
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
確
定
申
告
書
は
、
当
局

へ
書
面
で
郵
送
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
を
行
い
ま
す
。
年
中
に

居
住
者
と
非
居
住
者
の
両
方
の

居
住
者
身
分
を
有
す
る
二
重
身

分
者
は
電
子
申
告
に
対
応
し
て

手
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
と
年
次
、
申
告
様
式

を
記
載
し
、1040-V

な
ど
の

バ
ウ
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
当
局
へ

郵
送
し
ま
す
。

（
Ｂ
）
銀
行
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
：
電
子
申
告
を
行
う
場

合
に
、
指
定
し
た
日
に
銀
行
口

座
か
ら
追
徴
税
額
を
引
き
落
と

す
方
法
で
す
。

（
Ｃ
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：

主
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

追
徴
税
額
を
支
払
う
こ
と
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方

法
は
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

（
Ｄ
）
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
支
払
う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
支
払

い
ま
す
。

追
徴
税
額
を
一
度
に
全
額
支
払

う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は
分

割
払
い
を
す
る
こ
と
も
条
件
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
日
ま
で
に
追
徴
税
を

支
払
わ
な
い
と
、
支
払
い
遅
延

の
罰
則(

延
納
税)

が
課
さ
れ

ま
す
。
延
納
税
は
未
納
の
税
額

に
対
し
て
月
々
0
・
5
％
、
最

大
25
％
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
追
徴
額
に
は
利
息

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
申

告
書
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
な

い
場
合
は
申
告
遅
延
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
納
税

額
に
対
し
て
月
々
5
％
、
最
大

で
25
％
ま
で
が
課
さ
れ
ま
す

が　

延
納
税
が
、
同
時
に
発
生

し
て
い
る
場
合
は
延
納
税
分
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。
確
定
申
告

書
を
期
日
ま
で
に
提
出
で
き
な

い
場
合
は
延
長
申
請
書
（Form 

4868

）
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

延
長
申
請
は
納
付
の
期
日
を
延

長
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
延
納
税
と
利
子
の
支
払

い
を
避
け
る
た
め
に
は
4
月
15

日
ま
で
に
見
込
み
の
追
徴
税
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
過
払
い
税
額

　

最
終
税
額
が
納
め
た
税
額
を

下
回
る
場
合
は
過
払
い
の
状
況

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
3

つ
の
方
法
で
過
払
い
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
Ａ
）
還
付
小
切
手
：
還
付
小

切
手
が
確
定
申
告
書
に
記
載
し

た
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
Ｂ
）
銀
行
振
込
み
：
過
払
い

額
が
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

（
Ｃ
）
次
年
度
の
納
税
額
に
充

当還
付
状
況
は
税
務
当
局
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.irs.gov “W

here’s My Refund?”

）
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

還
付
請
求
の
時
効
は
確
定
申
告

の
提
出
期
日
か
ら
3
年
と
な
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
番
号
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
）
の

新
規
の
申
請
は
、
申
請
書
類
を

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
行
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
は
原
本
で

あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
確

定
申
告
は
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
州
税
の
確
定
申
告

は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
の
で
別
途
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
追
徴
税
額

　

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た

最
終
税
額
が
源
泉
徴
収
税
や
予

定
納
税
額
な
ど
で
納
め
た
税
額

を
上
回
る
場
合
は
追
徴
税
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
支
払
い
の
期
日
は
4

月
15
日
と
な
り
ま
す
。
支
払
い

方
法
と
し
て
お
も
に
次
の
4
つ

を
説
明
し
ま
す
。

（
Ａ
）
小
切
手
の
郵
送
：
小
切

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
季

節
の
変
わ
り
目
に
多
く
の
方
が

感
じ
る
「
心
の
健
康
」
に
つ
い

て
、
水
素
が
ど
の
よ
う
に
役
立

つ
か
を
お
話
し
し
ま
す
。
春
は

寒
暖
差
や
環
境
の
変
化
が
大
き

く
、
自
律
神
経
が
乱
れ
や
す
い

時
期
で
す
。
特
に
、
冬
の
間
に

低
下
し
て
い
た
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

分
泌
が
春
の
日
差
し
と
と
も
に

変
化
し
、
気
分
の
浮
き
沈
み
を

感
じ
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
に
心
の
健
康

を
整
え
る
た
め
に
、
水
素
が
ど

の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の

か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
「
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
心
の
安

定
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
関
与
す
る

神
経
伝
達
物
質
で
す
。
冬
の
間

は
日
照
時
間
が
短
く
な
る
こ
と

で
分
泌
が
減
り
が
ち
で
す
が
、

春
に
な
る
と
徐
々
に
増
加
し
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
急
激
な

変
化
や
気
温
差
、
環
境
の
変
化

に
よ
っ
て
自
律
神
経
が
追
い
つ

か
ず
、
気
分
の
不
安
定
さ
を
感

じ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
変
化
に
適
応
す

る
た
め
に
は
、
日
々
の
ス
ト
レ

ス
ケ
ア
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

水
素
は
、
そ
の
抗
酸
化
作
用

に
よ
っ
て
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
し
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

時
に
優
位
に
な
る
副
交
感
神
経

の
働
き
を
促
す
こ
と
で
、
ス
ト

レ
ス
を
和
ら
げ
、
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
こ
と
が
期
待
さ

（
29
）
水
素
と
春
の
心
の
健
康

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
水
素

吸
入
後
に
「
気
持
ち
が
軽
く
な

っ
た
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
」

と
感
じ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、

本
来
は
心
地
よ
く
眠
り
や
す
い

季
節
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
寒
暖
差
や
花
粉
症
の
影
響

で
睡
眠
の
質
が
低
下
す
る
人
も

多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
水

素
風
呂
は
体
全
体
を
温
め
、
筋

肉
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
だ
け
で

な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
湯
気
に
含
ま
れ

る
水
素
を
呼
吸
か
ら
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
心
が
落
ち
着
き
、

深
い
睡
眠
へ
と
導
か
れ
る
で
し

ょ
う
。

　

春
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の

季
節
で
す
。
水
素
を
活
用
し
て

心
身
を
整
え
、
心
地
よ
く
春
を

迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
水
素
吸

入
や
水
素
風
呂
な
ど
、
自
分
に

合
っ
た
方
法
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
心
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」
開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
https://readyfor.jp/projects/ofunato_hisuiawabi
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会
社
の
パ
ー
パ
ス
経
営
と
行
動
へ
の
導
き

クイックUSA

199

た
。
皆
様
の
会
社
で
は
何
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
の
沸

く
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
も
最
近
で
は
パ
ー
パ

ス
経
営
と
い
う
言
い
方
が
も
て

は
や
さ
れ
て
い
て
、
会
社
を
始

め
た
当
時
創
業
者
は
単
に
お
金

儲
け
を
す
る
た
め
だ
け
に
事
業

を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
決

し
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
金
を

稼
げ
な
け
れ
ば
会
社
を
存
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
わ

け
で
す
が
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と

以
外
に
会
社
が
社
会
や
人
々
に

貢
献
す
べ
き
事
業
対
象
が
あ

り
、
そ
こ
に
経
営
資
源
や
人
的

資
本
を
投
入
し
て
い
く
こ
と
が

と
り
も
な
お
さ
ず
、
パ
ー
パ
ス

経
営
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

呼
び
方
と
し
て
は
、
理
念
で

も
バ
リ
ュ
ー
で
も
パ
ー
パ
ス
で

も
、
い
ず
れ
で
も
構
わ
な
い
の

で
す
が
、
要
は
そ
れ
ら
が
単
な

る
紙
切
れ
に
書
か
れ
た
お
題
目

な
ど
で
は
な
く
、
毎
日
の
職
場

で
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
そ

れ
ら
が
働
く
者
の
血
と
な
り
肉

と
な
っ
て
、
会
社
の
本
来
あ
る

べ
き
パ
ー
パ
ス
を
達
成
し
て
い

く
上
で
正
し
い
行
動
が
と
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る

の
か
ど
う
か
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

書
か
れ
た
も
の
が
あ
ま
り
に
も

広
範
囲
過
ぎ
て
い
て
漠
然
と
し

た
も
の
、
あ
る
い
は
抽
象
的
で

ど
う
と
で
も
解
釈
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
ら
、
果
た
し
て
仕
事

の
正
し
い
行
動
に
使
え
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
目
を
担

っ
て
く
れ
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。
い
や
い
や
本
来
、
会
社
の

理
念
は
高
潔
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
少
々

抽
象
的
で
理
解
に
難
を
要
す
る

概
念
を
使
っ
た
方
が
望
ま
し
い

の
だ
と
、
回
答
さ
れ
る
向
き
が

き
っ
と
お
あ
り
で
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。　
　
　
（
つ
づ
く
）

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, 
Inc. CEO

　
　

www.919usa.com
　

前
回
は
新
年
の
記
事
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
年
の
「
Ｈ
Ｒ

が
果
た
す
べ
き
パ
ー
パ
ス
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
書
き
た
い
テ
ー

マ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
今
回
も
ま
た
こ
の
「
パ
ー

パ
ス
」
に
つ
い
て
違
っ
た
角
度

か
ら
深
掘
り
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

古
く
は
、会
社
で
は
「
社
是
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
毎
日
の
朝

礼
で
社
員
全
員
で
唱
和
す
る
と

い
う
職
場
も
多
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
企
業

理
念
で
あ
る
と
か
、
行
動
規
範

と
か
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ

ー
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
プ
リ
ン
シ
プ

ル
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
モ
ッ
ト
ー

と
い
う
ふ
う
に
呼
び
方
は
い
ろ

い
ろ
と
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
ク
ラ
フ
ト
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
を

醸
造
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク

ラ
は
、
２
０
２
１
年
に
日
本
酒

「
八
海
山
」
で
知
ら
れ
る
八
海

醸
造
（
新
潟
県
）
と
資
本
業
務

提
携
。
ブ
ル
ワ
リ
ー
も
拡
大
し

て
移
転
、
共
に
世
界
に
通
じ
る

飲
料
を
目
指
し
て
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
造

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

3
月
27
日
に
は
、
東
京
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
東
京

で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ
の

3
種
類
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の
日
本
デ

ビ
ュ
ー
と
八
海
醸
造
が
初
め

て
製
造
し
た
米
ウ
イ
ス
キ
ー

「Hakkaisan

シ
ン
グ
ル
グ
レ

ー
ン
魚
沼
8
年
ラ
イ
ス
ウ
イ
ス

キ
ー
２
０
２
５ 

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｄ
」
の
メ
デ
ィ
ア
発
表
会
が

盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

八
海
醸
造
の
代
表
取
締
役
社

長
・
南
雲
二
郎
さ
ん
が
１
０
０

年
に
及
ぶ
同
社
の
歩
み
を
、
副

社
長
取
締
役
・
南
雲
真
仁
さ
ん

が
今
後
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て

述
べ
、
世
界
に
通
用
す
る
よ
う

に
と
同
社
の
ロ
ゴ
を
ロ
ー
マ
字

に
改
め
た
こ
と
も
発
表
し
た
。

こ
の
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク

ラ
の
創
設
者
で
社
長
の
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
ポ
ー
レ
ン
氏
、
創
設
者

で
杜
氏
の
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ド
ー

ン
氏
、
八
海
醸
造
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
テ
ィ
モ

シ
ー
・
サ
リ
バ
ン
氏
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
駆
け
つ
け
て
挨

拶
、
彼
ら
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
語
っ

た
。
日
本
で
販
売
す
る
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
は
い
ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
水
、
米
国
産
の
米
で
醸
造
。

水
源
地
の
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
名
を

冠
し
た
「CATSKILLS

」、
米

　

マ
ウ
ラ
・
ヒ
ー
リ
ー
・
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
知
事
が
高
橋

誠
一
郎
在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総

領
事
を
州
会
議
事
堂
に
迎
え

た
。
３
月
27
日
付
で
知
事
執
務

室
が
発
表
し
た
。
会
談
で
、
ヒ

ボ
ス
ト
ン
高
橋
総
領
事

ヒ
ー
リ
ー
州
知
事
と
会
談

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ク
ラ
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

日
本
デ
ビ
ュ
ー

国
で
最
初
に
山
田
錦
が
栽
培
さ

れ
た
土
地
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ー

リ
ー
の
名
を
つ
け
た
「GRAND 

PRAIRE

」、
伝
統
的
な
製
法
に

ド
ラ
イ
ホ
ッ
プ
を
施
し
た
淡
い

ピ
ン
ク
色
の「OCCIDENTAL

」

日
本
で
の
価
格
は
い
ず
れ
も

４
９
５
０
円
。
4
月
14
日
か
ら

販
売
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
日

は
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
に
合

わ
せ
た
ペ
ア
リ
ン
グ
・
フ
ー
ド

と
の
試
飲
も
行
わ
れ
た
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

ー
リ
ー
知
事
と
高
橋
総
領
事

は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と

日
本
の
経
済
、
文
化
、
教
育
面

で
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
機

会
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
会

談
で
は
、
生
命
科
学
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
観
光
な
ど
の
主
要
分

野
に
お
け
る
協
力
関
係
を
促
進

す
る
と
い
う
共
通
の
取
り
組
み

を
背
景
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
と
日
本
の
長
年
に
わ
た
る

関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

　

当
日
は
ヒ
ー
リ
ー
州
知
事
、

キ
ム
・
ド
リ
ス
コ
ル
副
知
事
、

高
橋
総
領
事
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
の
三
浦
聡

所
長
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

国
際
貿
易
投
資
局
の
ジ
ヴ
ァ

ン
・
ラ
マ
プ
リ
ヤ
局
長
が
、
特

に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
先

進
製
造
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
貿
易

と
投
資
の
拡
大
の
可
能
性
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
ま
た
高
橋

総
領
事
か
ら
「
今
後
、
北
海
道

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
姉

妹
提
携
35
周
年
や
大
阪
・
関
西

万
博
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
し
て
い
る 

」
と
関
係
強

化
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。

左からジェトロ NY三浦所長、ヒーリー知事、高橋ボストン総領事、
ドリスコル副知事、ラマプリヤ局長

　

恒
例
の
「
ア
ー
ス
デ
ー
（
地

球
の
日
）」
イ
ベ
ン
ト
が
、
今

年
も
17
日
（
木
）
正
午
か
ら
午

後
６
時
ま
で
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
（
東
17
丁
目
と
パ
ー
ク
街

の
南
側
）
で
開
催
さ
れ
る
。
地

球
温
暖
化
防
止
を
テ
ー
マ
に
、

数
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
フ
の
専
門
家
、
持
続

可
能
な
目
標
を
掲
げ
た
企
業
な

ど
が
参
加
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
提
供
さ
れ
る
。
入

場
無
料
。

地
球
の
日
イ
ベ
ン
ト

17
日
ユ
ニ
オ
ン
広
場

　

全
日
本
空
輸
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
長
の
野
村
俊
央
氏
は
、

4
月
1
日
付
で
退
任
し
、
同
日

付
で
東
京
国
際
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

　

後
任
に
鈴
木
大
輔
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
上
席
執
行
役

員
、
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
、
全

日
空
上
席
執
行
役
員
経
営
戦
略

室
長
＝
写
真
＝
が
同
日
付
け
で

発
令
さ
れ
着
任
し
た
。

　

鈴
木
支
店
長
は
１
９
７
２
年

生
ま
れ
。
94
年
３
月
上
智
大
学

経
済
学
部
卒
業
、
同
年
４
月
全

日
本
空
輸
入
社
、
２
０
０
７
年

営
業
推
進
本
部
宣
伝
部
主
席
部

員
、
08
年
財
務
部
主
席
部
員
、

13
年
経
理
部
会
計
チ
ー
ム
主
席

部
員
、
15
年
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
ー
ゴ
出

向
、
18
年
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
・
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
経

営
企
画
部
担
当
部
長
、
23
年
同

部
長
、
24
年
同
か
ら
前
職
。　

　

鈴
木
支
店
長
の
話
「
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
経
済
政
策
の
影
響
に

も
機
敏
に
対
応
し
つ
つ
、
日
本

へ
の
関
心
や
旅
行
需
要
の
高
ま

り
を
追
い
風
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ブ
ラ

ン
ド
の
一
層
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
25
年
11
月
か
ら
26
年
に
か

け
て
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
で
予
定
さ
れ

て
い
る
第
6
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の

移
転
も
確
実
に
成
功
さ
せ
た
い

で
す
」。

全
日
本
空
輸
Ｎ
Ｙ
支
店

新
支
店
長
に
鈴
木
氏

　

連
邦
教
育
省
は
３
日
、
各
州

の
学
校
区
に
人
種
や
肌
の
色
、

出
身
国
な
ど
に
よ
る
差
別
を
禁

止
す
る
連
邦
公
民
権
法
第
６
編

（
タ
イ
ト
ル
VI
）
と
、
大
学
が

入
学
選
考
で
人
種
を
考
慮
す
る

こ
と
を
禁
じ
た
２
０
２
３
年
の

連
邦
最
高
裁
判
決
に
従
っ
て
い

る
こ
と
の
証
明
を
求
め
る
通
達

を
出
し
た
。
証
明
書
に
署
名
す

る
こ
と
が
「
連
邦
政
府
の
財
政

支
援
を
継
続
的
に
受
け
取
る
た

め
の
重
要
な
条
件
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
通
達
に
は
、「
特
定
の

Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
・
公
平
性
・

包
括
性
）
の
取
り
組
み
は
連
邦

法
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
れ
が
継
続
さ
れ
た
場
合

は
個
人
ま
た
は
団
体
は
、
連
邦

資
金
の
喪
失
や
訴
訟
を
含
む
深

刻
な
結
果
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
教
育
予

算
は
お
よ
そ
４
０
０
億
ド
ル

で
、
そ
の
う
ち
５
％
の
約
20
億

ド
ル
が
連
邦
か
ら
助
成
金
で
賄

わ
れ
て
い
る
。

教
育
現
場
か
ら
も
多
様
性
排
除

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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EVENT
■ NY植物園のオーキッドショー
＝ 4/27 ま で　New York Botanical 
Garden（2900 Southern Blvd） 毎
年恒例のラン展。今年は「メキシコ
のモダニズム」をテーマに伝統とコ
ンテンポラリーアートが融合。メキ
シコのモダニズム建築家ルイス・バ
ラガンをデザイナーに招き、彼の大
胆で色彩豊かなデザインの鮮やかな
蘭のアレンジメントが展示される。
入園料：大人＄35、学生・シニア
＄31、2～ 12歳＄15、2歳以下無料。
詳細は https://www.nybg.org

MUSIC
■福井麻衣×中西聖嗣 デュオリサ
イ タ ル ＝ 4/12　20:00　Carnegie 
Hall, Weill Recital Hall（881 7th 
Ave）京都を拠点に音楽公演を制作
するＮ音楽企画によるイベント。出
演は同団体の代表でピアニストの中
西聖嗣とハーピストの福井麻衣。公
演のテーマは「対話」。前半はハー
プとピアノのソロでそれぞれの「幻
想の世界」を描き、後半は「ハープ
とピアノの対話」を試みる。入場料：
一般＄50、 学生＄30
詳 細 は https://www.carnegiehall.
org/を参照。
■半崎美子・風の環少年少女合唱
団～能登半島支援コンサート・イ
ン・NY」＝ 4/12 18:00  All Angels’ 
Church（251 W 80th St,） 日本各地
の被災地を巡り歌を届けてきた半崎
美子と、日本の童謡や唱歌を大切に
歌い繋ぎ、各地の復興支援コンサー
トでも歌声を届けてきた「風の環少
年少女合唱団」が出演。能登の小学
校で児童たちと一緒に歌った「地球
へ」、「能登の翼」などを披露する。
入場無料だが要事前申し込み。希望
者は氏名・人数を明記しＥメール
mail@hanzakiyoshiko.comまで申し
込む。
詳細は https://www.hanzakiyoshiko.
com/
■銀座男声合唱団カーネギー公演＝
5/19　19:30　Carnegie Hall, Zankel 
Hall（881 7th Ave）銀座男声合唱団
による 3度目のカーネギーホール公
演。同合唱団は 2012年、京セラ株
式会社の名誉会長・稲盛和夫氏が率
いる経営者の集い「盛和塾」のもと
で結成。古都旅情、青春の詩、群青、
民衆の歌が聞こえるか、など Jポッ
プやアニソン、演歌、ミュージカル
曲、合唱曲ほかを披露する。入場無
料（ひとり 8人分までチケット入手
可能）。
詳細は https://www.carnegiehall.org

THEATRE/DANCE 
■大阪万博記念・昭和歌謡ミュージ
カル「田園ユニバース NY」NY公
演＝ 4/13  14:00・16:00   Leonard 
Nimoy Thal ia at  Peter Norton 
Symphony Space（250 W 95th St.）
昭和・平成時代の懐かしい歌謡ヒッ
ト曲を中心に構成したエンターテイ
ンメントショー。舞台は 1997年、
大阪の老舗キャバレー「田園ユニ
バース」で看板女優のたまきを中心
に繰り広げられる人間模様を描く。
入場料：＄37～ 55
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
symphonyspace.org/events/vp-
from-osaka-to-nyc-den-en-universe
■セーラームーン 2・5次元舞台北
米ツアー「 Pretty Guardian Sailor 
Moon: The Super Live」＝ 4/26 ま
で   武内直子原作のマンガ「美少女
戦士セーラームーン」をもとにし
たパフォーマンスショー。全米 20
都市で上演する。NJは 4/18（New 
Jersey Performing Arts Center）、
CT は 4/19（The Bushnell Center 
For The Performing Arts）、NY
は 4/24 ～ 26（Palladium Times 
Square）にて。
詳細は https://sailormoonsuperlive.
com/
■パフォーマンスと食の体験「ノ
グチ・アット・ナイト」＝ 5/9　
18:00  イサム・ノグチ美術館（9-01 
33rd Road）マーサ・グラハム・ダ
ンスカンパニーによる一夜限りのパ
フォーマンスと食の体験。ノグチ美
術館の開館 40周年を記念したコラ
ボレーションイベント。館内の各所
で作品が披露される。ゲストには篠
木清高シェフによる特別料理とカク
テルが提供される。入場料：＄350
～
詳 細 は https://www.noguchi.org/
museum/support/special-events/
noguchi-at-night-2025/

ART
■春のアートフェア「燦 SAN 
2025」 ＝ 4/12 ま で　Gallery Max 
New York（552 Broadway, Suite 
401）東京・銀座のギャラリー SI-
ACCA（シアカ）主催のアートフェ
ア。日本・アジア・ヨーロッパから
の作家 26人が「冒険」をテーマに
実験的・挑戦的な作品を展示。ゲス
ト作家として日本画界の精鋭・行近
壯之助、NYから６人を迎え、総勢
33人が約 60点の作品を発表する。
入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■石飛博光の大書道展＝ 4/13～
4/27   J-COLLABO-OSSAM 画 廊
（302 7th St. Brooklyn）石飛氏は日
本書道家文化協会理事、全国美術振
興会顧問。また、13日午後 3時か
らは赤平康処と山中翠谷を加えた 3
人の書家が Atoyle Venue（236-B6th 
St.）で公開制作を行う、午後 5時
からのオープニングレセプションは
画廊にて。
詳細は https://www.j-collabo.org/

　

火
星
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Mars One

に
着
想
を
得
た
舞

台
「Astronauts W

anted

」

が
４
月
３
日
か
ら
27
日
（
日
）

ま
で
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ウ
エ

ス
ト
に
あ
る
劇
場The Tank

（
西
34
丁
目
３
１
２
番
地
）
で

上
演
さ
れ 

て
い
る
。
実
際
の
参

加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
科

学
者
と
の
協
力
を
基
に
し
た
作

品
。　

　

帰
還
不
能
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ

向
か
う
３
人
の
宇
宙
飛
行
士

が
、
人
間
の
境
界
を
超
え
、
自

分
た
ち
の
本
質
と
向
き
合
う
姿

を
河
村
早
規
が
演
出
す
る
。
河

村
は
奈
良
県
出
身
の
舞
台
演
出

家
。国
際
基
督
教
大
学
卒
業
後
、

２
０
１
９
年
に
Ｎ
Ｙ
に
拠
点
を

移
し
、
Ｎ
Ｙ
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ

ジ
オ
ド
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
修
士
課

程
演
出
専
攻
を
首
席
卒
業
。
舞

踏
シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
連
翹

奏
に
所
属
。
現
在
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
唯
一
の

デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
28
ド
ル
〜

53
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://thetanknyc.org/
astronautswanted

を
参
照
。

河
村
早
規
演
出
の
舞
台

Ｎ
Ｙ
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
27
日
ま
で
上
映

火
星
へ
旅
の
物
語

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
の
ヤ
ン
グ
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
日

系
人
会
の
20
〜
30
代
の
メ
ン
バ

ー
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
「
日
系

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
歴
史
や
生

き
方
」
に
関
し
て
の
２
回
目
の

講
演
会
が
、
25
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま

で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
西
45
丁

目
49
番
地
５
階
）
で
開
催
さ
れ

る
。「
偉
大
な
日
系
人
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
プ
レ

イ
ス Vol. 
2
」
と
題
し
、
ジ

ョ
セ
フ
・
ト
ク
マ
ツ
・
フ
ィ
ー

ル
ド
氏
が
、
日
系
女
性
彫
刻
家

の
ル
ー
ス
・
ア
サ
ワ
、
家
具
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
ナ
カ
シ
マ
に
つ
い
て
講
演

す
る
。
特
に
戦
時
中
の
日
系
人

収
容
所
へ
の
強
制
収
監
そ
し
て

社
会
意
識
や
貢
献
に
つ
い
て
焦

点
を
あ
て
る
。

　

ル
ー
ス
・
ア
サ
ワ
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
芸
術
学
校
創
設

に
尽
力
し
、
彼
女
の
作
品
は
、

昨
年
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
で

展
示
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

近
代
美
術
館
（MoMA

）
で
も

今
年
10
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で

の
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
は
、
帝

国
ホ
テ
ル
建
設
の
際
に
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
伴
っ

て
来
日
し
３
年
ほ
ど
日
本
に
滞

在
し
、
軽
井
沢
聖
パ
ウ
ロ
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
設
立
と
家
具
の
設

計
に
参
加
。
早
稲
田
大
学
で
一

時
講
師
も
行
い
、
１
９
８
３
年

に
日
本
政
府
よ
り
勲
三
等
宝
珠

賞
を
授
与
さ
れ
る
。
講
演
者
は

美
術
館
で
の
専
門
職
、
芸
術
歴

史
学
の
教
授
な
ど
に
従
事
し
、

現
在
は
バ
ー
ン
ズ
財
団
、
グ
ッ

ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
、
ノ
グ
チ

美
術
館
な
ど
で
講
師
と
し
て
勤

務
。
講
演
の
言
語
は
英
語
。
入

場
無
料
、軽
食
と
飲
み
物
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

Ｅ
メ
ー
ルJAANYYP@gmail.

com

ま
で
。

日
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

歴
史
や
生
き
方
を
探
る

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

カ
ニ
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
る
時

は
、
炊
い
た
ご
飯
を
冷
ま
し
て

か
ら
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

調
味
料
に
砂
糖
を
ほ
ん
の
ひ

材料
かにの身 ..50グラム
ご飯 .......2カップ半
玉ねぎ 小 ..........1個
ニンニク ...........2片
浅葱 .................１本
塩・胡椒 ..........少々
醤油 .................少々
砂糖 ......ひとつまみ
オリーブオイル 適宜

カ
ニ
チ
ャ
ー
ハ
ン

と
つ
ま
み
く
わ
え
る
こ
と
で
隠

し
味
に
な
り
ま
す
。

作
り
方

１　

ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切

り
、
玉
ね
ぎ
は
５
ミ
リ
の
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
熱
し
、
①
の

ニ
ン
ニ
ク
を
炒
め
、
香
り
が
出

た
ら
玉
ね
ぎ
を
く
わ
え
て
い
た

め
る
。
ご
飯
を
加
え
て
さ
ら
に

炒
め
、
か
に
の
身
、
塩
、
胡
椒
、

醤
油
、
砂
糖
ひ
と
つ
ま
み
加
え

て
よ
く
ま
ぜ
あ
わ
せ
る
。
最
後

に
浅
葱
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ

る
。

JAA ヤングプロフェッショナル 25日に
ルース・アサワと
ジョージ・ナカシマ

https://www.yoobalancetherapy.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://www.nybg.org
https://sailormoonsuperlive
https://www.carnegiehall.org
https://www.noguchi.org/museum/support/special-events/noguchi-at-night-2025/
mailto:mail@hanzakiyoshiko.com
https://www.hanzakiyoshiko
https://artspheres.org
https://www.j-collabo.org/
https://www.carnegiehall.org
https://thetanknyc.org/astronautswanted
mailto:JAANYYP@gmail.com
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桜
祭
り
の
季
節
到
来
！

ブ
ラ
ン
チ
ブ
ル
ッ
ク
公
園
「
ブ
ル
ー
ム
フ
ェ
ス
ト
」

　
「
Ｎ
Ｊ
の
桜
の
名
所
」
と
言

え
ば
、
一
番
規
模
が
大
き
い
の

は
エ
セ
ッ
ク
ス
郡
が
管
理
す
る

ブ
ラ
ン
チ
ブ
ル
ッ
ク
・
パ
ー
ク
。

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
か
ら
ベ
ル
ビ
ル

　

Ｎ
Ｊ
州
北
部
を
横
断
し
、
Ｎ

Ｙ
市
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
や

そ
れ
よ
り
西
側
の
大
都
市
を
結

ぶ
、
主
要
な
高
速
道
路
「
ル
ー

ト
80
」
は
、
米
国
内
の
商
品
流

通
網
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
80
号

線
の
モ
リ
ス
郡
ワ
ー
ト
ン
の
34

番
出
口
周
辺
で
、
昨
年
12
月
以

降
、
複
数
の
大
き
な
道
路
陥
没

が
発
生
し
て
お
り
、
道
路
封
鎖

が
続
い
て
い
る
。

　

12
月
に
最
初
に
起
き
た
陥
没

は
、
付
近
に
あ
る
鉱
山
廃
坑
の

崩
壊
が
引
き
金
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も

３
月
ま
で
の
間
に
近
く
で
複
数

の
陥
没
が
発
生
。
ま
た
迂
回
路

の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
る

２
８
７
号
線
で
も
新
た
な
陥
没

が
報
告
さ
れ
た
。
モ
リ
ス
郡
で

は
、
同
時
期
に
小
規
模
の
地
震

も
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と

の
関
連
性
は
確
認
さ
れ
て
い
な

ま
で
４
つ
の
町
に
ま
た
が
り
南

北
に
４
マ
イ
ル
伸
び
る
縦
長
の

公
園
で
、
３
６
０
エ
ー
カ
ー
も

あ
る
敷
地
に
は
４
０
０
０
本
を

越
え
る
桜
の
木
が
あ
り
、
有
名

な
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
も
凌
ぎ

東
海
岸
で
は
一
番
の
本
数
を
誇

る
。
同
地
に
は
早
咲
き
の
も
の

か
ら
遅
咲
き
の
も
の
ま
で
様
々

な
種
類
の
桜
が
揃
っ
て
い
る
の

で
、
２
、３
週
間
に
わ
た
っ
て

花
見
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

同
公
園
で
は
毎
年「
桜
祭
り
」

を
開
催
。
今
月
１
日
か
ら
行
わ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ミ
ニ

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

経
て
、
締
め
と
な
る
「
ブ
ル
ー

ム
フ
ェ
ス
ト
」
が
13
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

実
施
さ
れ
る
。

い
。

　

長
期
に
わ
た
る
道
路
封
鎖

で
、
迂
回
路
に
あ
た
る
一
般
道

で
は
、
連
日
各
地
で
大
渋
滞
が

発
生
し
て
お
り
、
地
元
住
民
の

日
常
生
活
や
、
登
下
校
、
同
郡

に
あ
る
企
業
へ
の
通
勤
に
も
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
３
月

に
該
当
地
域
を
通
行
し
た
Ｎ
Ｊ

州
西
部
に
住
む
日
本
人
女
性

は
「
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
用
事
を

済
ま
せ
自
宅
に
帰
る
際
に
、
普

通
は
１
時
間
ほ
ど
で
着
け
る
の

に
、
今
回
は
３
時
間
半
も
か
か

っ
て
と
て
も
疲
れ
た
」
と
本
紙

に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

Ｎ
Ｊ
州
交
通
局
は
復
旧
状
況

に
つ
い
て
、「
西
行
き
の
２
車

線
を
５
月
４
日
に
、
東
行
き
の

２
車
線
を
５
月
18
日
に
、
部
分

的
に
再
開
さ
せ
る
予
定
だ
が
、

全
線
完
全
復
旧
は
６
月
25
日
ま

で
か
か
る
だ
ろ
う
」
と
発
表
し

て
い
る
。
今
回
の
多
発
陥
没
で

は
、
自
動
車
や
人
の
被
害
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
の
が
唯
一
の

救
い
だ
が
、
交
通
量
の
多
い
主

要
高
速
道
路
の
路
面
上
に
起
き

た
陥
没
な
の
で
、
時
間
に
よ
っ

て
は
大
事
故
に
繋
が
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。
利
用
者
は
、「
も

ち
ろ
ん
一
刻
も
早
く
開
通
さ
せ

て
欲
し
い
が
、
ま
た
別
の
場
所

に
陥
没
が
発
生
し
な
い
か
心

配
」と
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｊ
州
内
で
は
、
80

号
線
の
陥
没
と
は
関
係
な
い

が
、
４
日
金
曜
日
の
朝
、
バ
ー

ゲ
ン
郡
ロ
ッ
ク
レ
イ
の
一
般
道

で
、
水
道
管
破
裂
の
影
響
で
大

き
な
道
路
陥
没
が
発
生
し
、
こ

ち
ら
は
駐
車
し
て
い
た
一
台
の

乗
用
車
が
穴
に
落
ち
て
大
破
し

た
。

　

会
場
は
、同
公
園
北
端
の「
チ

ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・
ウ
ェ
ル

カ
ム
セ
ン
タ
ー
」
周
辺
。
当
日

は
、
2
ヶ
所
の
ス
テ
ー
ジ
で
太

鼓
や
琴
の
演
奏
、
日
舞
、
少
年

少
女
の
合
唱
、
よ
さ
こ
い
、
殺

陣
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
寿
司
・
折
り

紙
・
生
け
花
・
盆
栽
・
着
物
着

付
け
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
子
ど
も
向
け
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
、
ラ
イ
ブ
音
楽
演
奏

な
ど
、家
族
で
一
日
楽
し
め
る
。

　

入
場
は
無
料
。
会
場
に
は
車

で
行
き
近
隣
の
住
宅
地
に
路
上

駐
車
す
る
か
、
Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
ペ
ン

駅
か
ら
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
て
鉄
道

で
行
く
こ
と
も
で
き
る
。

www.essexcountyparks.
org

80
号
線
複
数
陥
没
で

道
路
封
鎖
長
引
く

完
全
復
旧
は
６
月
か

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
http://www.essexcountyparks.org
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俳
優
で
劇
団
ア
マ
テ
ラ
ス
座

代
表
を
務
め
る
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ

ン
ヌ
、
Ａ
ｋ
ｏ
さ
ん
が
16
日

（
水
）
午
後
６
時
か
ら
７
時
30

分
ま
で
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
）
ホ
ー
ル
（
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
で
、
自
身
の
半
生
を

綴
っ
た
本
『
イ
ッ
ツ
・
ミ
ー
、

ア
コ
！
Ｎ
Ｙ
』
で
発
刊
記
念
講

演
会
を
開
催
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ａ
の

第
17
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ

ェ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と

し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

同
書
は
、
自
身
の
幼
少
期

か
ら
宝
塚
時
代
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
俳
優
生
活
、「
将
軍

SHOGUN

」
へ
の
出
演
に
つ
い

て
書
い
た
本
だ
。「
夢
を
追
う

す
べ
て
の
人
に
贈
る
」
と
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
の
つ
い
た
こ
の
本
に

は
、「
今
ま
で
何
度
も
、
努
力

が
報
わ
れ
ず
『
こ
れ
だ
け
頑
張

っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
？
』

と
思
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
、
私
に
は
幼
い
頃
か
ら
良
い

俳
優
に
な
り
た
い
と
い
う
目
標

が
あ
り
、
そ
れ
が
ブ
レ
な
か
っ

た
事
が
幸
い
で
し
た
」
と
本
文

で
述
べ
て
い
る
。第
１
章
で「
舞

台
に
憧
れ
て
」、第
２
章
で
「
す

み
れ
の
花
園
」、第
３
章
で
「
生

涯
の
師
匠
と
の
出
会
い
、
そ
し

て
Ｎ
Ｙ
へ
」、
第
４
章
で
「
Ｎ

Ｙ
で
の
俳
優
生
活
」、
第
５
章

で
「
俳
優
Ａ
ｋ
ｏ
を
築
い
て
い

る
も
の
」。
当
日
は
本
の
販
売

（
価
格
30
ド
ル
は
全
額
Ｊ
Ａ
Ａ

に
寄
付
）
を
し
、
講
演
後
に
サ

イ
ン
会
を
行
う
。

　

Ａ
ｋ
ｏ
さ
ん
は
２
年
間
の
宝

塚
音
楽
学
校
を
主
席
で
通
し
卒

業
、
宝
塚
歌
劇
団
の
月
組
で
８

年
間
「
夏
海
陽
子
」
の
芸
名
で

「
オ
ク
ラ
ホ
マ
」「
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
」「
嵐
が
丘
」

な
ど
に
出
演
し
新
人
賞
、
歌
唱

賞
、
演
技
賞
を
受
賞
。
テ
レ
ビ

で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
「
た
ぬ
き
先

生
奮
戦
記
」「
た
ぬ
き
先
生
繁

盛
記
」「
別
れ
て
生
き
る
時
も
」、

準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
「
ぬ
か
る
み
の

女
」「
水
戸
黄
門
」「
江
戸
を
斬

る
」、舞
台
は「
大
川
橋
蔵
公
演
」

「
高
橋
英
樹
公
演
」「
美
空
ひ
ば

り
公
演
」「
里
見
浩
太
朗
公
演
」

「
中
村
鴈
治
郎
公
演
」
な
ど
に

出
演
し
た
。
１
９
８
１
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
り
、
リ
ー
・

ス
ト
ラ
ス
バ
ー
グ
演
劇
学
校
に

入
学
。
１
９
８
５
年
に
「
Ｃ
級

横
浜
裁
判
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
受
か
り
芸
名
を「
Ａ
Ｋ
Ｏ
」

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
演
劇

活
動
を
始
め
た
。

　

映
画
や
米
テ
レ
ビ
「
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
に
降
る
雪
」「
ノ
ー
・
リ

ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
ス
リ
ー
プ
・

ウ
ォ
ー
ク
」「
大
統
領
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」「I Origin

」、

「30 Rock

」「M
ercy, BBC

」

「
プ
リ
ズ
ナ
ー
ズ
・
イ
ン
・
タ

イ
ム
」
な
ど
に
出
演
、
舞
台
は

オ
レ
ゴ
ン
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
３

年
在
籍
し
、
２
０
１
０
年
に
黒

澤
明
監
督
の
「
蜘
蛛
の
巣
城
」

を
英
語
版
に
リ
メ
イ
ク
し
た

「Throne of the Blood

」
で

主
役
の
浅
茅
を
演
じ
た
。
昨
年

公
開
さ
れ
、
エ
ミ
ー
賞
を
獲
得

し
た
Ｆ
Ｘ 

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
」

で
大
蓉
院
／
伊
予
の
方
を
演
じ

て
い
る
。
18
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日

米
両
語
の
劇
団
「Amaterasu 

Za

」
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設

立
、
芸
術
監
督
を
務
め
る
。

　

講
演
会
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.

org　
Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
ま
で
。

 Ako さん出版記念講演会
NY 日系人会で４月 16日
 元タカラジェンヌの半生自叙伝

■入社１年目の語彙力ノート（齋藤孝、SBクリエイティ
ブ）社会人になると、学生時代とは違うレベルの言葉遣い
を求められる。 社会人らしい言葉遣いができていれば「こ
の人に仕事を任せても大丈夫」と思ってもらえる。新入社
員や若いビジネスパーソンに向けて、社会人の基本語彙に
特化し集中的に学べる本。■教誨（柚木裕子、小学館文庫）
吉沢香純と母の静江は遠縁の死刑囚三原響子から身柄引受
人に指名され、刑の執行後に東京拘置所で遺骨と遺品を受
け取った。事件当時「毒親」と報じられた響子と香純の記
憶は重なり合わない。さらに響子が最期に遺した言葉「約
束は守ったよ、褒めて」が香純は気になっていた。女性死
刑囚の心の裡に迫る、長編犯罪小説。■人生で起こること　
すべて良きこと（田坂広志、PHP文庫）答えはすべて「自分」
の中にある、「他者への嫌悪感」の本質は「自己嫌悪」である、

「感謝」はすべてを癒す、深い気づきが得られる著者の魂
の言葉の数々を収録。「生死の境の体験」をはじめ実体験
から掴んだ技法を、著者が質問者との対話の中で語った一
冊。■いただきますは、ふたりで。（山田詠美・原田ひ香
ほか、新潮文庫）睦まじく見えるふたりの不穏な秘密。本
能がかき乱される出会い。どうしても忘れられない人のこ
と。料理コラムニストの山本ゆり、コピーライターの尾形
真理子、お笑いカルテット「ぼる塾」の田辺智加ら10人
が描く、恋と食の物語。■ロイヤルホストで夜まで語りたい（朝日新聞出版）
ロイヤルホストで味わえる、おいしい特別な時間。朝井リョウ、平野紗季子、
織守きょうや、柚木麻子ほか17人の豪華執筆陣による “ロイヤルホスト愛 ”
でいっぱいのエッセイアンソロジー。特別鼎談に藤井隆×近藤春菜・箕輪は
るか（お笑いコンビ・ハリセンボン）も収録。■水の惑星「地球」　46億年
の大循環から地球をみる（片山郁夫、講談社）地球の誕生からずっと存在し
てきた「海」。水はどこからもたらされたのか。水は地球の表層だけではなく、
プレートの沈み込みとともに地球内部に取り込まれ、火山の噴火とともに表
層へと戻ってくる。そんな46億年続いてきた水の大循環に、いま大きな異
変が起きている。最新の地球科学が描きだす海の未来とは。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

言
葉
遣
い
で
人
の
評
価
が
変
わ
る
。
女
性
死
刑
囚
の
心
の
裡
に
迫
る
。
人
生
は
大
い
な

る
何
か
に
導
か
れ
て
い
る
。
10
人
の
作
家
が
描
く
「
恋
と
食
の
あ
る
風
景
」。
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ス
ト
愛
で
い
っ
ぱ
い
の
エ
ッ
セ
イ
。
46
億
年
の
大
循
環
か
ら
地
球
を
み
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

生
ま
れ
て
か
ら
一
度
も
誕
生

日
を
祝
っ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
、
ぶ
た
の
少
年
、
バ
ン
ブ
ル

ア
ー
デ
ィ
は
、
両
親
を
失
く
し

て
お
ば
さ
ん
の
ア
デ
リ
ー
ン
に

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
９
歳
を

迎
え
て
初
め
て
バ
ー
ス
デ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
も
ら
っ
た

バ
ン
ブ
ル
は
、
お
ば
さ
ん
に
内

緒
で
近
所
の
友
達
を
家
に
招

き
、
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
ど
ん
ち

ゃ
ん
騒
ぎ
を
起
こ
し
ま
す
。
お

ば
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
さ

あ
ど
う
な
る
？

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
生
ま
れ
の
絵

本
作
家
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ

ク（
１
９
２
８
〜
２
０
１
２
年
）

は
世
界
中
で
約
２
０
０
０
万
部

売
れ
た
『
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の

い
る
と
こ
ろ
』
を
は
じ
め
、
80

冊
を
超
え
る
作
品
を
発
表
。
最

後
の
作
品
と
な
っ
た
本
書
で

は
、
80
代
と
い
う
年
齢
を
ま
っ

た
く
感
じ
さ
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
イ
ラ
ス
ト
も
自
ら
描

い
た
。
最
後
ま
で
子
ど
も
の
側

か
ら
世
界
を
描
こ
う
と
し
た
セ

ン
ダ
ッ
ク
が
孤
独
な
主
人
公
に

贈
っ
た
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
あ
た

た
か
く
、
胸
を
う
つ
物
語
。
日

本
語
で
読
む
な
ら
『
バ
ン
ブ
ル

ア
ー
デ
ィ
』（
偕
成
社
）。（
高
田
）　

有
名
絵
本
作
家
の
最
後
の
作
品

 『Bumble-Ardy』
Written by Maurice Sendak
Published by Harper Collins

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://reformanyc.com/
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https://www.takesushi.us/
http://www.easeny.com/
https://ishitanihealth.com/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
）
は
、

３
月
８
日
に
文
化
祭
を
実
施
し

た
。
中
・
高
等
部
生
徒
が
企
画

し
た
出
し
物
に
、同
校
の
園
児
・

児
童
・
保
護
者
に
参
加
し
て
楽

し
ん
で
も
ら
う
人
気
の
あ
る
学

校
行
事
。
中
等
部
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
級
で
話
し
合
い
、
準

備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年

は
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」「
も
ぐ
ら

た
た
き
」「
射
的
」な
ど
の
ほ
か
、

「
イ
カ
ゲ
ー
ム
」
も
登
場
。「
フ

ォ
ト
ブ
ー
ス
」
で
は
プ
リ
ク
ラ

の
よ
う
に
写
真
が
撮
れ
る
ブ
ー

ス
も
用
意
さ
れ
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

　

高
等
部
伝
統
の
「
お
ば
け
や

し
き
」
で
は
、
今
年
も
教
室
を

使
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の

が
用
意
さ
れ
た
。
高
等
部
生
徒

達
の
お
ば
け
メ
イ
ク
や
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
は
ア
イ
デ
ア
満
載
で
、

大
人
で
も
二
の
足
を
踏
む
ほ
ど

本
格
的
だ
っ
た
。
参
加
し
た
園

児
・
児
童
の
中
に
は
あ
ま
り
の

怖
さ
に
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子

も
い
て
「
２
度
と
お
ば
け
や
し

き
に
入
ら
な
い
！
」
と
話
し
て

い
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

の
準
備
は
大
変
で
あ
っ
た
が

「
補
習
校
最
後
の
思
い
出
と
し

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
！
」
と

生
徒
は
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

怖
か
っ
た
？
お
ば
け
や
し
き
！

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
文
化
祭
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

岡
本
徹
学
園
長
）
は
４
月
27
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で
、「
子
ど
も
の
日
の
集

い
」
を
開
催
す
る
。
未
就
園
の

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
福
澤

隆
治
校
長
）
で
は
、
幼
稚
部
、

小
学
部
、
中
学
部
そ
し
て
継
承

日
本
語
コ
ー
ス
の
子
ど
も
た
ち

が
、
読
書
推
進
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
多
読
賞
を
目
指

し
、
低
学
年
で
は
１
０
０
冊
の

本
を
読
む
た
び
に
横
綱
と
な
り

ク
ラ
ス
で
表
彰
さ
れ
、
学
校
便

り(

ス
マ
イ
ル)

に
掲
載
さ
れ

る
。
中
に
は
横
綱
10
回
を
達
成

し
１
年
間
に
１
０
０
０
冊
を
超

え
る
多
読
を
達
成
し
た
つ
わ
も

の
も
出
て
い
る
。

　

一
年
の
終
わ
り
に
は
、
年
間

多
読
賞
と
し
て
学
年
で
表
彰
を

行
い
、
学
年
ご
と
に
一
番
本
を

読
ん
だ
子
ど
も
に
嶋
田
賞
が
授

与
さ
れ
る
。
卒
業
式
で
多
読
賞

が
掲
示
さ
れ
、
嶋
田
賞
は
全
体

の
前
で
表
彰
さ
れ
る
。
こ
の
取

り
組
み
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
本
に
興
味
を
持
ち
、
た
く
さ

ん
の
本
と
出
合
え
る
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。　

株
式
会
社CHIMNEY TOW
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か
ら　

幼
稚
部
、
小
学
部
、
継

承
日
本
語
コ
ー
ス
の
子
ど
も
た

ち
全
員
に
西
野
亮
廣
の
絵
本

『
え
ん
と
つ
町
の
プ
ぺ
ル
』
が

寄
贈
さ
れ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

日
本
語
補
習
授
業
校

読
書
推
進
の
取
り
組
み

子
ど
も
の
日
の
集
い

27
日
に
育
英
学
園
で

子
ど
も
と
家
族
が
集
ま
り
、
日

本
の
行
事
を
楽
し
く
体
験
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
初
回
の
今
回

は
「
子
ど
も
の
日
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
こ
い
の
ぼ
り
製
作
や
、

読
み
聞
か
せ
を
行
う
。集
い
後
、

希
望
者
に
は
学
園
内
の
ツ
ア
ー

も
あ
る
。定
員
は
８
家
族
程
度
。

　

参
加
費
は
子
ど
も
25
ド
ル

（
兄
弟
姉
妹
も
参
加
可
能
。
一

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
、
毎
年
行
っ
て

い
る
「
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
」
の
募

米大学に進学者対象
NY日系人会奨学金
応募受け付けを開始

緒
に
製
作
を
す
る
場
合
は
ひ
と

り
10
ド
ル
追
加
）。
対
象
年
齢

は
１
〜
２
歳
半
。
要
予
約
。
参

加
希
望
者
は
４
月
24
日
（
木
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルafternj@nyikuei.org

ま

で
。
ま
た
、
２
歳
半
〜
６
歳
対

象
の
「
日
よ
う
び
は
日
本
語
で

あ
そ
ぼ
う
」
も
５
月
４
日
（
日
）

に
開
講
す
る
。

集
を
開
始
し
た
。
１
９
７
１
年

に
始
ま
っ
た
同
奨
学
金
制
度
の

こ
れ
ま
で
の
奨
学
生
は
４
０
０

人
以
上
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

は
じ
め
世
界
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
。

　

対
象
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
に
在
住
の
日
本
人
ま

た
は
日
系
人
の
高
校
３
年
生

で
、
今
年
秋
に
米
国
内
の
大

学
へ
の
進
学
生
。
応
募
方
法

は
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ａ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
必
要
事
項
を
用
意
し
５

月
５
日
（
月
）
正
午
ま
で
に

提
出
す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://jaany.org/

education/jaa-scholarship/

を
参
照
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org 

ま
で
。　

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
https://www.jhls.org/
https://www.aozoragakuen.com/
https://slide-method.com/event-lesson_foundation/
mailto:afternj@nyikuei.org
mailto:afternj@nyikuei.org
mailto:afternj@nyikuei.org
https://jaany.org/education/jaa-scholarship/
mailto:info@jaany.org
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早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
す
。
今
年
度
の
帰
国

生
中
学
・
高
校
入
試
の
概
況
を

振
り
返
り
、
特
に
注
目
さ
れ

た
点
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
今
年
度
の
入
試
の
大
き
な

ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
は
、
豊
島
岡

女
子
中
学
校
が
新
た
に
導
入
し

た
英
語
資
格
を
利
用
し
た
入
試

で
す
。
こ
の
入
試
で
は
、
算
数

の
試
験
を
2
倍
（
１
０
０
点
満

点
×
2
）
と
し
、
加
え
て
英
語

資
格
級
に
よ
る
み
な
し
得
点

（
１
０
０
点
満
点
）
を
合
わ
せ

た
３
０
０
点
満
点
で
合
否
が
判

定
さ
れ
ま
す
。

　

英
語
資
格
に
は
英
検
が
利
用

さ
れ
、
例
え
ば
「
準
1
級
」
取

得
者
は
み
な
し
得
点
が
１
０
０

点
、「
準
2
級
で
Ｃ
Ｓ
Ｅ
ス
コ

ア
が
１
９
８
０
点
以
上
」
の
場

合
は
み
な
し
得
点
が
80
点
と
設

「
英
語
資
格
試
験
を
用
い
た

中
学
入
試
」

10

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
島
岡
女

子
中
学
校
で
は
合
計
3
回
の
入

試
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最

低
合
格
点
の
平
均
は
約
２
２
０

点
で
し
た
（
詳
細
は
学
校
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）。
英
検
準
1
級
を

取
得
し
て
い
る
受
験
生
で
あ

れ
ば
、
み
な
し
得
点
と
し
て

１
０
０
点
が
与
え
ら
れ
、
残
り

１
２
０
点
（
60
％
）
を
算
数
で

獲
得
す
れ
ば
合
格
と
な
り
ま

す
。
同
様
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｅ
ス
コ
ア

が
１
９
８
０
点
以
上
で
英
検
準

2
級
を
取
得
し
て
い
る
受
験
生

は
、
80
点
が
み
な
し
得
点
と
な

り
、
残
り
１
４
０
点
（
70
％
）

を
算
数
で
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

豊
島
岡
女
子
中
学
の
算
数
の

難
易
度
は
非
常
に
高
く
、
受
験

者
層
の
多
く
が
最
難
関
校
を
併

願
す
る
生
徒
で
あ
る
た
め
、
受

験
者
の
平
均
点
は
約
58
点
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
英
検
準
1
級
を

取
得
し
て
い
て
も
、
中
学
受
験

に
お
け
る
高
度
な
算
数
の
問
題

に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
合
格

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
英
語
資
格
試
験
を

活
用
し
た
入
試
制
度
は
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
英
語
資
格
を
取
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
算
数
や
国
語

と
い
っ
た
主
要
受
験
科
目
の
学

習
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
学
習
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、

受
験
に
向
け
て
よ
り
良
い
結
果

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
受
験
情
報

や
対
策
に
つ
い
て
、
最
新
の
情

報
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

い
く
つ
も
の
映
画
祭
受
賞
作

品
の
字
幕
な
ど
数
多
く
の
プ
ロ

の
映
像
翻
訳
者
を
輩
出
し
て
い

る
、
日
本
映
像
翻
訳
ア
カ
デ
ミ

ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
）
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
は
、
４
月
４
週
目
か
ら

開
講
す
る
３
か
月
集
中
コ
ー
ス

に
関
し
て
、
４
月
15
日
ま
で
に

受
講
料
を
支
払
う
と
５
％
の
割

引
き
を
受
け
ら
れ
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
北
米

で
の
実
務
経
験
が
豊
富
な
プ
ロ

か
ら
、
映
像
翻
訳
や
通
訳
に
必

要
な
技
術
を
実
践
的
に
学
ぶ
良

い
機
会
と
な
る
。
す
で
に
翻
訳

者
と
し
て
の
仕
事
を
し
て
い
る

人
に
加
え
て
、
北
米
在
住
の
初

心
者
も
歓
迎
す
る
。

　

ま
た
、
４
月
12
日
（
土
）
Ｌ

Ａ
時
間
の
午
前
10
時
か
ら
12
時

45
分
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
英

日
映
像
翻
訳
・
通
訳
の
体
験
レ

ッ
ス
ン
と
業
界
の
動
向
が
分
か

る
無
料
講
座
を
実
施
す
る
。
詳

細
や
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

contact@jvta-la.com
ま
で
。

　

在
米
の
英
語
学
習
者
に
向
け

て
本
格
発
音
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ

ド
が
、
４
月
19
日(

土
）
と
20

日(

日
）
の
２
日
間
、
午
前
７

時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
、
春
の

特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
英
語
の
土
台

の
音
、
発
音
＆
聞
き
取
り
完
全

マ
ス
タ
ー
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
す
る
。

　

ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
は
、
日

本
語
特
有
の
「
口
の
筋
肉
の
ク

セ
」
が
、
英
語
の
発
音
や
リ
ス

ニ
ン
グ
に
大
き
く
影
響
し
英
語

が
通
じ
に
く
い
本
当
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

こ
の
筋
肉
の
ク
セ
を
ゆ
る
め
、

日
本
語
か
ら
英
語
へ
ス
ム
ー
ズ

に
「
口
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
」
を

行
う
こ
と
で
、
大
人
で
も
無
理

な
く
英
語
の
発
音
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
学
習
方
法
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
英
語
の
発
音
は
も

ち
ろ
ん
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
ま
で

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
い
方
に

お
す
す
め
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
詳
細
は
、
本
紙
今
週
号
の

12
面
に
掲
載
の
広
告
を
参
照
。

本
紙
読
者
限
定
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
コ
ー
ド
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲

載
し
て
い
る
。

日
本
映
像
翻
訳
ア
カ
デ
ミ
ー

無
料
体
験
イ
ベ
ン
ト
と

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施 299

 　
先
日
、「
食
の
安
全
」
に
つ

い
て
の
講
演
を
聞
き
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
講
師
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ

や
機
内
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
食
事
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ

て
い
る
辻
安
全
食
品
の
辻
幸
一

郎
代
表
。

　

日
本
は
海
外
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
農
薬
を
使
っ
て
い
た
り
、

輸
入
品
の
消
毒
薬
の
量
が
半
端

で
な
い
話
な
ど
、「
え
ー
っ
」

と
思
う
話
も
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ

ら
を
笑
い
を
と
り
な
が
ら
も
気

づ
か
さ
れ
る
話
に
し
て
く
だ
さ

り
、
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
時
間
で
し
た
。「
心
の
健
康

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
食
生
活

を
見
直
せ
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
わ
た
し
に
も
響
き
ま
し

た
。

　

実
際
、
日
本
の
農
薬
使
用
量

が
世
界
一
、
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
の
輸
入
や
消
費
が
世
界

一
。
そ
の
一
方
で
若
者
の
自
殺

も
世
界
一
。
因
果
関
係
が
ど
こ

ま
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
辻
代
表
が
言
う
に
は
、

食
生
活
を
見
直
す
と
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
鬱
の
子
た
ち
が
か
な
り

改
善
さ
れ
て
い
く
そ
う
で
す
。

実
際
、
辻
代
表
に
救
わ
れ
た
人

た
ち
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
て
会

場
は
満
席
で
し
た
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
も
き
ち
ん
と
話
さ

れ
て
、
お
客
様
に
は
、
お
母
さ

ん
な
ど
に
混
ざ
っ
て
整
体
師
や

鍼
灸
師
の
先
生
も
。「
辻
さ
ん

に
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ

た
」
と
元
ア
ト
ピ
ー
の
女
性
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
ん
な
言
葉
を
言
わ
れ
ま

し
た
。「
自
分
の
身
体
は
、
自

分
で
守
る
し
か
な
い
で
す
」「
自

分
の
子
供
た
ち
の
健
康
は
お
母

さ
ん
し
か
守
れ
な
い
で
す
」。

お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
食
と
健
康

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
1

日
で
し
た
。
そ
し
て
、
心
の
健

康
だ
け
で
な
く
身
体
の
健
康
の

大
切
さ
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
自
分
の
身
体
は
自
分

で
守
る
し
か
な
い
」

　

日
本
人
画
家KOSHO

の
作

品
が
４
月
３
日
か
ら
６
日
ま

で
、
ピ
ア
36
（
サ
ウ
ス
ス
ト
リ

ー
ト
２
９
９
番
地
）
に
て
開
催

さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
最
大
級
の
美

術
見
本
市
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ

２
０
２
５
に
初
め
て
出
展
さ
れ

た
。KOSHO

は
直
線
や
円
や

弧
な
ど
幾
何
学
的
な
造
形
に
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
色
彩
を
巧

み
に
あ
し
ら
っ
た
抽
象
的
な
ア

ク
リ
ル
画
を
描
き
、
抽
象
絵
画

の
祖
ワ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
や
ド
ロ
ー
ネ
、
岡
本
太

郎
か
ら
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
大
き
い
と
語
る
。

　

KOSHO

（
木
下
孝
昭
）
は

１
９
７
５
年
、滋
賀
県
生
ま
れ
。

愛
知
医
科
大
学
を
卒
業
し
医
師

免
許
取
得
後
、
美
容
外
科
医
と

し
て
09
年
に
自
ら
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
兵
庫
県
に
開
業
。
一
方
、

実
家
が
僧
侶
の
家
系
で
あ
る
た

め
仏
教
に
造
詣
が
深
く
、
20
年

に
僧
侶
に
な
る
決
意
を
す
る
。

真
言
宗
の
修
行
を
積
み
「
阿
闍

梨
」
の
称
号
を
獲
得
。
現
在
は

真
言
宗
の
僧
侶
と
し
て
の
活
動

に
も
勤
し
む
。
画
業
は
22
年
か

ら
本
格
的
に
取
り
組
み
、
23
年

以
来
国
内
外
の
展
覧
会
に
参
加

し
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

出

展

作

品

は

「CO
M

PO
SITIO

N
 IX 

Diff usion #01

」（
完
全
抽
象

画
）
と
「HORSE #01

」（
半

抽
象
画
）
の
２
点
。「
今
持
て

る
全
て
を
出
し
切
っ
て
こ
の
街

の
み
な
さ
ま
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

ユニークな経歴の
日本人画家が
NYデビュー

医
師
で
僧
侶
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

在
米
日
本
人
向
け

「
発
音
＆
リ
ス
ニ
ン
グ 

春
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

スライドメソッド

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:contact@jvta-la.com
mailto:contact@jvta-la.com
mailto:contact@jvta-la.com
mailto:contact@jvta-la.com


 

幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

豊
田
書
道
教
室
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル 

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
・
書
写
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）

　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
57
回
春
期
課
題
の
選
考
作

品
27
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度

末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ

ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が

授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募

数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て

応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

www.nyseikatsu.com 
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
58
回
夏
期
課
題
は
、
５
月

10
日
号
に
発
表
の
予
定
で
す
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
57
回
春
期
課
題
選
考
作
品
発
表

 協賛：米国ゼブラ社

2025年（令和 7年）4月 12日（土） ［教　育］　　（14  ）

http://www.betteratmath.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 6年）4月 12日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

こ
の
一
年
間
歴
史
を
学
ん

だ
中
で
一
番
心
に
残
る
も
の

は
、
お
城
で
す
。
小
さ
い
と

き
に
住
ん
で
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
家
か
ら
、
い
つ
も
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
が
朝
か

ら
晩
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
モ
ダ

ン
な
フ
リ
ー
ダ
ム
タ
ワ
ー
や
、

古
さ
の
感
じ
ら
れ
る
昔
の
建

築
物
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
建
物
へ
の
興
味

か
ら
、
戦
い
を
乗
り
越
え
た

お
城
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。

　

僕
は
、
昨
年
の
夏
の
一
時

帰
国
で
初
め
て
お
城
を
訪
ね

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

ず
一
つ
目
の
お
城
は
小
田
原

城
で
す
。
一
番
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
天
守
閣
の
一
番
上

が
外
に
出
ら
れ
る
展
望
台
に

な
っ
て
い
た
こ
と
で
、
相
模

湾
を
一
望
で
き
た
こ
と
で
す
。

そ
の
な
が
め
は
、
相
模
湾
が

広
く
真
っ
青
な
色
で
光
っ
て

い
て
、
そ
の
美
し
さ
は
今
も

昔
も
変
わ
ら
な
い
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

小
田
原
城
は
い
っ
た
ん
燃
え

て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
城
の

中
は
博
物
館
に
な
っ
て
お
り
、

古
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
つ
目
の
お
城
は
、
国
宝

の
松
本
城
で
す
。
こ
れ
は
カ

ラ
ス
城
と
言
わ
れ
、
白
と
黒

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
き
れ
い

だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
本

当
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。 

そ
の
理
由
は
、
僕
は
デ

ザ
イ
ン
に
も
興
味
が
あ
る
た

め
、
木
造
で
形
や
色
が
違
う

こ
と
に
も
と
て
も
興
味
が
あ

っ
た
の
で
す
。

　

松
本
城
を
訪
問
し
た
日
は
、

倒
れ
そ
う
な
く
ら
い
暑
く
て
、

お
城
の
中
ま
で
た
ど
り
つ
く

の
が
精
一
杯
で
し
た
が
、
天

守
閣
は
お
堀
の
中
で
日
光
に

照
ら
さ
れ
て
い
て
暑
さ
を
忘

れ
る
く
ら
い
き
れ
い
で
し
た
。

四
百
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ

た
松
本
城
は
五
重
六
階
の
天

守
の
中
で
は
日
本
最
古
で
、

上
に
上
が
る
ほ
ど
階
段
は
狭

く
な
り
、
四
階
の
階
段
は
65

度
と
な
り
、
山
登
り
し
て
い

る
感
じ
で
、
家
の
階
段
の
よ

う
に
走
っ
て
は
登
れ
な
い
状

態
で
し
た
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
建
築

物
は
構
造
が
だ
い
ぶ
異
な
り

ま
す
。
時
代
や
環
境
に
あ
っ

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「幸せの記憶」
　　ニューヨーク育英学園サタデースクール PW校中１
　　　　　　　　　　　　 　　　　　大山　英那

う
門
に
は
福
来
た
る
」
と
い

う
言
葉
に
興
味
が
わ
き
ま
し

た
。
私
は
、
そ
れ
で
何
が
あ

っ
て
も
笑
っ
て
、
良
い
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
ず
っ
と
笑
っ
た

り
、
良
い
こ
と
を
考
え
る
こ

と
は
、
思
っ
た
よ
り
も
ず
っ

と
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
私

は
か
な
し
い
こ
と
や
、
い
や

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

笑
う
の
は
い
や
だ
と
思
う
し
、

わ
ざ
と
笑
う
こ
と
は
難
し
い

こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

友
達
と
は
本
当
に
楽
し
か
っ

た
り
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
が

あ
り
、
わ
ざ
と
笑
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
て
、
心
か
ら
笑

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
他
の
人
と
一
緒
に

心
か
ら
笑
う
こ
と
は
、
す
ご

く
楽
し
い
し
、
私
も
相
手
も
、

心
か
ら
笑
っ
て
い
る
と
、
私

の
心
は
す
っ
き
り
し
た
り
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
む
り
に
笑

う
よ
り
、
他
の
人
と
心
か
ら

一
緒
に
笑
う
こ
と
。
も
し
笑

っ
て
い
て
も
最
後
に
良
い
こ

と
が
な
く
て
も
「
笑
う
」
と

い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
平
和

で
幸
せ
だ
な
、
私
た
ち
は
生

き
て
い
る
な
、
と
心
か
ら
思

え
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、

私
に
と
っ
て
「
心
か
ら
笑
う
」

と
い
う
こ
と
じ
た
い
が
幸
せ

を
は
こ
ん
で
く
る
、
と
感
じ

ま
し
た
。

　

私
は
、「
笑
う
門
に
は
福
来

た
る
」
と
い
う
こ
と
を
深
く

考
え
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
の

人
と
心
か
ら
笑
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
３
か
月
）

た
デ
ザ
イ
ン
と
耐
久
性
の
あ
る

構
造
が
必
要
だ
と
二
つ
の
お
城

を
訪
れ
て
感
じ
ま
し
た
。
次
の

一
時
帰
国
も
お
城
を
訪
ね
て
、

歴
史
に
触
れ
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
城
の
特
徴

を
知
り
、
僕
の
将
来
の
た
め
の

学
び
と
な
る
こ
と
も
今
か
ら
待

ち
遠
し
い
で
す
。　

　
　
　
　
（
滞
米
２
年
７
か
月
） 

　

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
田
村

裕
が
書
い
た
「
ホ
ー
ム
レ
ス

中
学
生
」
を
読
み
ま
し
た
。

こ
の
本
を
読
ん
だ
き
っ
か
け

は
、
日
本
に
遊
び
に
行
っ
た

時
本
屋
で
見
か
け
て
、
表
紙

の
絵
が
気
に
入
っ
た
か
ら
で

す
。
ぼ
く
は
、
こ
の
作
者
の

事
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
母
が
有
名
な
お
笑

い
芸
人
だ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
こ
の
話
を
た

く
さ
ん
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
中
学
生
の
作

者
が
父
親
に
「
か
い
さ
ん
。」

と
言
わ
れ
て
ホ
ー
ム
レ
ス
に

な
り
、
色
々
な
こ
と
に
直
面

し
た
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

ふ
つ
う
な
ら
こ
わ
く
な
っ
た

り
悲
し
く
な
っ
た
り
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
芸
人
な
ら
で

は
の
明
る
く
面
白
い
目
線
で

語
っ
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
作
者
が
家
を
な

く
し
た
時
、
お
兄
さ
ん
と
お

姉
さ
ん
と
は
な
れ
て
一
人
で

公
園
ぐ
ら
し
を
始
め
た
所
が

面
白
か
っ
た
で
す
。
一
番
気

に
入
っ
た
部
分
は
、
作
者
が

子
ど
も
た
ち
に
「
ウ
ン
コ
の

オ
バ
ケ
」
と
よ
ば
れ
た
所
で

す
。
住
ん
で
い
た
公
園
に
は

ウ
ン
コ
の
形
の
遊
具
が
あ
っ

て
、
そ
の
中
で
ね
て
い
た
の

と
、
作
者
の
は
だ
の
色
が
茶

色
い
の
が
原
因
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
石
を
投
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
作
者

と
子
ど
も
た
ち
の
や
り
取
り

が
、
ま
る
で
ま
ん
才
の
よ
う

で
、
ぼ
く
は
大
ば
く
笑
し
ま

し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
の
作
者

が
、
ど
ん
な
時
も
前
向
き
で

や
さ
し
く
、
人
に
愛
さ
れ
る

人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ

　

私
の
大
切
に
し
た
い
言
葉

は
、
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
見
て
い

た
ド
ラ
マ
で
出
て
き
ま
し
た
。

私
が
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の

は
、
ド
ラ
マ
を
見
て
、
す
ご

く
心
に
残
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
が
見
て
い
た
ド
ラ
マ
で

ず
っ
と
が
ん
ば
っ
て
も
ず
っ

と
不
運
の
人
が
い
ま
し
た
。

そ
の
人
は
、
ず
っ
と
不
運
で

も
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
、
が

ん
ば
っ
て
い
た
ら
、
最
後
に

す
ご
く
よ
い
こ
と
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、「
笑

「
日
本
の
お
城
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ー
ム
ザ
ー
　
吾
廉

「『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』

を
読
ん
で
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
畑
　
龍
太
郎

　

今
年
の
夏
、
私
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
二
年
間
会
っ
て
い
な

か
っ
た
い
と
こ
た
ち
に
会
い
ま

し
た
。
最
後
に
い
と
こ
に
会
っ

て
か
ら
か
な
り
の
時
間
が
経
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
間
、
い
と

こ
た
ち
の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
き
ど

き
ス
カ
イ
プ
で
話
す
、
短
い
時

間
し
か
会
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
ど
ん
な
に
い
と
こ
が
大
切

だ
っ
た
か
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
山
に
あ
る

祖
父
母
の
家
で
い
と
こ
と
数
日

間
過
ご
し
た
時
に
、
私
は
い
と

こ
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
恋
し
か
っ

た
か
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
と
こ
に
会
っ
た
と
き
、

最
初
は
少
し
恥
ず
か
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
夜
ご
飯
の
時
間

ま
で
に
は
、
二
年
前
の
よ
う

に
一
緒
に
話
し
た
り
、
笑
い

合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
庭
で
走
り
回

っ
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
た
り
、
湖
で
泳
い
だ
り

し
て
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
、
私
は
妹
と
で

は
な
く
、
い
と
こ
た
ち
と
だ

け
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
さ

え
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
風

に
思
う
の
は
、
少
し
面
白
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
思
い
出
の
中
で
一
番

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
に
こ
の
滞
在

中
幸
せ
だ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
毎
日
何
も
心
配
事

が
な
く
、
そ
の
時
に
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

幸
せ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
や
宿

題
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
今
ま
で
の
人
生
で
一
番
幸

せ
な
二
週
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
ま
た
ア
メ
リ

カ
に
帰
っ
て
き
て
普
通
の
生

活
に
戻
る
の
が
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

す
べ
て
が
好
き
で
し
た
。
朝

食
を
食
べ
な
が
ら
眺
め
た
山
、

パ
ド
ル
ボ
ー
ド
が
で
き
た
湖
、

夜
寝
た
テ
ン
ト
な
ど
す
べ
て

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
、
帰
る
時
に
祖
母
が

だ
き
し
め
て
く
れ
た
こ
と
や
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
感
じ
た

幸
せ
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
、

ま
た
み
ん
な
に
会
え
る
の
が

待
ち
き
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に

心
か
ら
大
好
き
な
時
間
で
し

た
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
の

一
番
の
幸
せ
は
、
家
族
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米 

11
年
３
か
月
）

「
心
か
ら
笑
う
こ
と
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
倉
　
彩
心

な
ら
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
を

今
で
も
大
切
に
思
っ
て
い
る

し
、「
か
い
さ
ん
。」
と
言
っ
て

い
な
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
事

を
全
く
う
ら
ん
で
い
な
い
か
ら

で
す
。
ぼ
く
が
も
し
ホ
ー
ム
レ

ス
に
な
っ
た
ら
、
き
っ
と
悲
し

く
て
泣
い
た
り
お
こ
っ
た
り
す

る
と
思
い
ま
す
。
助
け
て
く
れ

る
友
達
や
近
所
の
人
が
い
る
か

ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ぼ

く
も
こ
の
作
者
の
よ
う
に
、
ど

ん
な
こ
ん
な
ん
な
じ
ょ
う
き
ょ

う
で
も
、
明
る
く
前
向
き
に
過

ご
せ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体

「
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

が
、
6
月
5
日
（
木
）
に
「
和

菓
子
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
参
加
児
童
を
募
集
し

て
い
る
。
対
象
はPre-K

か
ら

4
年
生
ま
で
。
す
べ
て
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
日
本
語
で
行
わ

れ
る
。
教
室
内
で
の
日
本
語
の

指
示
や
会
話
が
理
解
で
き
る
こ

と
が
参
加
条
件
。
今
回
は
、
和

菓
子
の
歴
史
と
技
術
を
発
見

し
、
そ
の
文
化
的
な
意
義
や
美

し
い
お
菓
子
を
作
る
た
め
の
職

人
技
を
学
ぶ
。
楽
し
く
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
環
境
の
中

で
和
菓
子
の
芸
術
を
祝
う
ユ

ニ
ー
ク
な
機
会
を
提
供
す
る
。

参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

aozoracommunity.org/day-
camp-20242025

参
照
。

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ    

和
菓
子
キ
ャ
ン
プ    

6
月
5
日
に
開
催 

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://www.aozoracommunity.org/daycamp-20242025
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穏
や
か
な
活
気
に
溢
れ
る
コ
ブ
ル
・
ヒ
ル

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ハ
イ
ツ
の
南
に
位
置
す
る
コ
ブ
ル
・
ヒ

ル
（Cobble Hill)

。
４
５
６
番
線
ボ
ロ
ー
ホ
ー
ル
駅
で
下
車

し
、
丸
い
石
畳
で
覆
わ
れ
た
コ
ー
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
南
下
。

バ
ー
ゲ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
西
に
曲
が
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
心
コ
ブ
ル
ヒ
ル
・
パ
ー
ク
が
目
前
に
広
が
る
。
そ
し

て
公
園
を
取
り
囲
む
形
で
立
ち
並
ぶ
丁
寧
に
保
存
さ
れ
た
見

事
な
ブ
ラ
ウ
ン
・
ス
ト
ー
ン
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

　

独
立
戦
争
の
際
、
初
代
米
大
統
領
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
が
砦
と
し
て
使
っ
た
わ
ず
か
40
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
ど
の
こ
の
エ

リ
ア
。
現
在
で
は
歴
史
的
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
中
で
も
最
も
高
級
な
エ
リ
ア
の
一
つ
と
な
っ
た
。

人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
び
、
い
つ
も
穏
や

か
な
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
も
便
利
だ
。
ま
た
教
育
の
水
準
の
高
さ
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
シ
ェ
ラ
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
く
女

性
シ
ェ
フ
、
ジ
ョ
ア
ン
は
最
近
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
１
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
に
移
り
住
ん
だ
。「
こ
の
エ
リ
ア
に
住
む
の
は
長
年

の
夢
だ
っ
た
。
私
が
生
ま
れ
る
前
、
祖
父
が
こ
の
エ
リ
ア
で

小
さ
な
料
理
店
を
経
営
し
て
い
た
の
。
祖
父
は
体
を
壊
し
て

店
を
畳
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど
。
だ
か
ら
次
の
夢
は
こ
の
エ

リ
ア
に
自
分
の
お
店
を
構
え
る
こ
と
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

も
し
夢
が
叶
っ
た
ら
祖
父
は
誇
り
に
思
う
だ
ろ
う
か
。
こ

ん
な
小
さ
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
こ
の
エ
リ
ア
を
さ
ら
に
素
敵
な

も
の
に
す
る
。
ボ
ロ
ー
ホ
ー
ル
駅
か
ら
徒
歩
3
分
、
写
真
の

１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
は
３
０
９
５
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ
メ

ー
ル
はhiroshi@amorealty.com

　

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ａ
Ｍ
Ｏ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
）

　

ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク

（Bushwick

）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
に
位

置
す
る
エ
リ
ア
で
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
地
域
の
一
つ
で

す
。
こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
工

業
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
ア
ー
ト

と
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
心
地
と
し

て
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
特

に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
や
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
豊
富
に
見
ら
れ

る
こ
と
で
有
名
で
、
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
ス
タ
ジ
オ
も
多
く
点
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ

ィ
ッ
ク
は
、
伝
統
的
な
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
文
化
と
新
し
い
ア
ー

ト
シ
ー
ン
が
融
合
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
雰
囲
気
を
持
ち
、
地
元
の

飲
食
店
や
カ
フ
ェ
で
は
多
国
籍

の
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
、
地
下
鉄
で
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
ま
で
15
分
、
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
ま
で
は
40
分
と

便
利
で
あ
り
、
若
者
や
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
人
気
の
エ
リ
ア
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

倉
庫
を
改
装
し
た
ロ
フ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
ア
パ
ー
ト

が
次
々
と
建
て
ら
れ
、
ブ
ッ
シ

ュ
ウ
ィ
ッ
ク
の
不
動
産
価
格
は

上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。
家
賃

は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
比
べ

る
と
ま
だ
手
頃
な
価
格
帯
も
多

く
、
住
み
替
え
を
検
討
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

居
住
場
所
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
増
加

に
伴
い
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク

に
は
斬
新
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
が
集
ま
る
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
ー
ト

や
デ
ザ
イ
ン
系
の
起
業
家
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
。

　

売
買
物
件
は
新
築
で
も
55
万

ド
ル
か
ら
、
賃
貸
も
２
５
０
０

ド
ル
台
か
ら
の
物
件
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
金
額
設
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、

ア
ー
ト
・
音
楽
・
食
・
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
た
新
し
い
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
顔
と
し
て
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
目

が
離
せ
な
い
エ
リ
ア
と
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
で
す
！

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス　

岡
畠
伸

江
）

変
わ
り
ゆ
く
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク

　自宅が賃貸でも持ち家でも、
前庭とバックヤードがついて
いるなら、芝生の育成は住人
の管理となる。芝刈りは業者
任せでもいいが、水やりは家
主の仕事。ホースの先にこの
スウイングアームを取り付け
ると、シャワーの放水が水圧
で自動に左右に動く。満遍な
く放水ができる。

1pc 19-Hole  Wide  Range 
Automatic Swing Sprinkler, 
Lawn Maintenance Watering 
System with Rotating Nozzle
$10.64
www.homedepot.com

庭の芝生に水を撒くのはこれにお任せ
自動首振りスプリンクラー

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
tel:18778852726
mailto:hiroshi@amorealty.com
http://www.homedepot.com
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今
、
日
本
で
も
米
国
で
も
、

大
リ
ー
グ
野
球
は
大
谷
翔
平
選

手
の
活
躍
の
話
題
を
中
心
に
回

っ
て
い
る
。
今
ま
で
野
球
に
興

味
が
な
か
っ
た
人
が
、「
オ
ー

タ
ニ
サ
ン
」
キ
ッ
カ
ケ
で
続
々

と
野
球
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い

て
、
野
球
界
の
発
展
を
考
え
れ

ば
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

だ
が
、
彼
の
前
に
大
リ
ー
グ
で

数
々
の
金
字
塔
を
打
ち
立
て
た

日
本
人
の
先
駆
者
の
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
、
イ

チ
ロ
ー
（
鈴
木
一
朗
）
氏
は
、

２
０
０
１
年
に
大
リ
ー
グ
に
移

籍
し
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ

に
入
団
。
そ
れ
ま
で
大
リ
ー
グ

で
活
躍
し
た
日
本
人
選
手
は
投

手
ば
か
り
だ
っ
た
時
代
に
初
め

て
野
手
と
し
て
挑
戦
。
移
籍
初

年
度
に
ア
メ
リ
カ
ン
リ
ー
グ
の

新
人
王
と
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
い
き
な
り

獲
得
し
た
。
２
０
０
4
年
に
は

２
６
２
本
の
ヒ
ッ
ト
を
打
ち

大
リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン
最
多

安
打
記
録
を
84
年
ぶ
り
に
更

新
、
ま
た
新
人
か
ら
10
年
連
続

２
０
０
安
打
以
上
を
記
録
す
る

な
ど
、
大
リ
ー
グ
通
算
19
年
で

３
０
８
９
安
打
、
１
１
7
本
塁

打
、
７
８
０
打
点
、
打
率
3
割

１
分
１
厘
と
い
う
と
ん
で
も
な

い
成
績
を
残
し
た
。
そ
ん
な
イ

チ
ロ
ー
氏
が
今
年
、「
大
リ
ー

グ
在
籍
10
年
以
上
、
引
退
し
て

5
年
以
上
」
で
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
選
手
や
監
督
、
野
球
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
関
係
者
ら
の

み
に
資
格
が
あ
る
「
野
球
の
殿

堂
」
に
、
資
格
取
得
１
年
目
に

し
て
ほ
ぼ
満
票
に
近
い
得
票
で

選
出
。
日
本
人
大
リ
ー
ガ
ー
と

し
て
初
め
て
「
野
球
の
殿
堂
」

入
り
と
い
う
栄
光
を
手
に
し

た
。
そ
し
て
、
７
月
27
日
に
行

わ
れ
る
野
球
の
殿
堂
授
賞
式
典

に
臨
む
。

　

式
典
が
行
わ
れ
る
の
は
、「
野

球
の
殿
堂
博
物
館
」
が
あ
る
、

Ｎ
Ｙ
州
オ
チ
ゴ
郡
の
ク
ー
パ
ー

ズ
タ
ウ
ン
。
こ
の
町
は
広
大
な

Ｎ
Ｙ
州
の
ほ
ぼ
真
ん
中
あ
た
り

に
位
置
し
、
Ｎ
Ｙ
市
か
ら
は
約

１
９
０
マ
イ
ル
（
約
３
０
６
キ

ロ
）
離
れ
て
い
て
、
高
速
道
路

と
途
中
か
ら
一
般
道
を
使
っ
て

片
道
３
・
５
時
間
以
上
か
か
る

場
所
に
あ
る
。
近
く
に
は
大
都

市
も
な
く
、
有
名
な
観
光
地
も

な
い
。
人
口
２
０
０
０
人
に
も

満
た
な
い
こ
ん
な
辺
鄙
な
田
舎

町
に
な
ぜ
「
野
球
の
殿
堂
」
が

あ
る
の
か
不
思
議
に
思
う
が
、

一
説
に
よ
る
と
、
１
８
３
９
年

に
ア
ブ
ナ
ー
・
ダ
ブ
ル
デ
イ
氏

が
こ
の
地
で「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」

を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
ら

し
い
。
そ
の
１
０
０
年
後
、
世

界
恐
慌
な
ど
で
米
国
各
地
の
地

方
都
市
が
経
済
的
打
撃
を
被
る

中
で
、
地
元
の
ク
ラ
ー
ク
財
団

が
町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、

ダ
ブ
ル
デ
イ
氏
の
偉
業
を
讃

え
、
全
米
か
ら
観
光
客
を
集
め

る
手
段
と
し
て
、
１
９
３
９
年

に
「
野
球
の
殿
堂
博
物
館
」
を

開
業
し
た
。
実
は
近
年
の
研
究

で
、
同
地
が
「
野
球
発
祥
の

地
」
と
い
う
説
は
否
定
さ
れ
た

そ
う
だ
が
、
博
物
館
の
近
く
に

は
同
氏
の
名
前
を
冠
し
た
「
ダ

ブ
ル
デ
イ
球
場
」
も
あ
り
、
以

前
は
毎
年
１
試
合
だ
け
、
大
リ

ー
グ
の
公
式
戦
も
こ
こ
で
開
催

さ
れ
て
い
た
。
博
物
館
の
オ
ー

プ
ン
以
降
は
毎
年
、
こ
の
町
で

野
球
の
殿
堂
授
賞
式
典
も
開
催

さ
れ
、
世
界
中
の
野
球
フ
ァ
ン

か
ら
「
野
球
の
聖
地
」
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
週
末
は

連
日
、
町
の
人
口
を
遥
か
に
超

え
る
観
光
客
が
全
米
か
ら
こ
の

地
を
訪
れ
て
い
る
。

　

町
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
最
初

に
「
野
球
の
殿
堂
博
物
館
」（
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
25
番
地
）
は

必
ず
訪
れ
よ
う
。
と
い
う
か
、

こ
こ
に
行
か
な
い
の
な
ら
わ
ざ

わ
ざ
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
ま
で

行
く
意
味
が
な
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
同
館
は
毎
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
館
。入
場
料
は
大
人
30
ド
ル
。

館
内
に
入
る
と
ま
ず
２
階
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
へ
。
野
球
の
創
世

期
か
ら
始
ま
り
、
ベ
ー
ブ
・
ル

ー
ス
の
活
躍
な
ど
、
ま
た
黒
人

リ
ー
グ
、
中
南
米
リ
ー
グ
、
女

性
リ
ー
グ
の
こ
と
な
ど
、
野
球

界
の
歴
史
を
数
々
の
展
示
物
と

共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
戦

前
に
開
催
さ
れ
た
日
米
野
球
に

関
す
る
展
示
も
あ
る
。
次
に
向

か
う
3
階
に
は
、
現
在
の
大
リ

ー
グ
チ
ー
ム
に
関
す
る
展
示

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
の
記

録
な
ど
の
展
示
が
あ
る
。
最
新

の
も
の
で
は
、
昨
年
世
界
一
に

輝
い
た
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
大
谷
選
手
の
ユ
ニ
ホ

ー
ム
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
歴
代
ホ

ー
ム
ラ
ン
記
録
の
展
示
で
は
、

投
手
は
生
涯
１
７
０
数
本
打
っ

た
戦
前
の
選
手
の
名
前
が
あ
っ

た
が
、
大
谷
選
手
の
引
退
時
に

は
投
手
と
し
て
こ
こ
に
記
録
さ

れ
る
の
か
ど
う
か
が
気
に
な
っ

た
。
ま
た
こ
の
フ
ロ
ア
に
は
、

イ
チ
ロ
ー
氏
の
授
賞
式
参
加
に

合
わ
せ
て
７
月
に
日
本
の
野
球

を
特
集
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

新
し
く
で
き
る
そ
う
だ
。
最
後

に
い
よ
い
よ
１
階
の
「
殿
堂
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
。
一
番
奥
の
中

央
に
、
第
１
回
の
１
９
３
６
年

に
受
賞
し
た
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス

や
タ
イ
・
カ
ッ
ブ
ら
５
人
の
楯

が
飾
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
左
は
古

い
時
代
の
受
賞
者
の
楯
が
、
そ

こ
か
ら
右
は
１
９
８
０
年
代
以

降
の
受
賞
者
の
楯
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
様
は
圧
巻
だ
。
７
月
に
そ

の
仲
間
入
り
を
す
る
イ
チ
ロ
ー

氏
の
楯
が
設
置
さ
れ
る
予
定
位

置
に
は
、
現
在
は
イ
チ
ロ
ー
氏

が
サ
イ
ン
ペ
ン
で
書
い
た
直
筆

サ
イ
ン
付
き
の
白
い
枠
が
貼
ら

れ
て
い
た
。
な
お
、
同
館
の
展

示
は
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
く
の

で
、
以
前
に
来
た
こ
と
が
あ
る

人
に
も
新
鮮
で
新
し
い
発
見
が

あ
り
楽
し
い
。
野
球
が
本
当
に

好
き
な
人
な
ら
じ
っ
く
り
と
数

時
間
こ
こ
で
過
ご
し
て
も
飽
き

な
い
し
、
忙
し
い
人
な
ら
１
時

間
程
度
で
全
館
を
見
て
回
る
こ

と
が
で
き
る
。
見
学
の
最
後
に

は
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な

い
記
念
グ
ッ
ズ
や
、
全
球
団
の

グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い
る
充

実
し
た
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
で
の

買
い
物
も
忘
れ
ず
に
。

　

ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
は
本
当

に
小
さ
な
田
舎
町
な
の
で
、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
も
１
０
０
数

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
築
１
０
０

年
以
上
の
古
い
建
物
が
多
く
残

っ
て
い
て
雰
囲
気
は
良
い
。
蝋

人
形
館
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
あ
る
が
、
他
は
野

球
関
連
の
お
土
産
店
や
、
何
軒

か
の
飲
食
店
が
あ
る
ぐ
ら
い
。

あ
と
、
町
の
北
側
に
オ
チ
ゴ
湖

と
い
う
小
さ
な
湖
が
あ
り
、
そ

の
周
辺
は
元
々
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
の
イ
ロ
コ
イ
族
の
居

留
地
だ
っ
た
。
こ
の
オ
チ
ゴ
湖

の
周
り
に
は
い
く
つ
か
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
あ
る
。
ボ

ー
ト
で
湖
を
周
遊
し
た
り
、
カ

ヌ
ー
体
験
を
し
た
り
、
鉄
道
の

廃
線
レ
ー
ル
上
を
走
る
足
漕
ぎ

カ
ー
で
散
策
し
た
り
と
い
っ
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め

る
。
現
地
に
宿
泊
施
設
も
あ
る

が
、
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
観
光

は
日
帰
り
で
充
分
満
喫
で
き
る

サ
イ
ズ
感
だ
。

　

最
後
に
、
７
月
27
日
に
開
催

さ
れ
る
殿
堂
授
賞
式
典
に
つ
い

て
。
会
場
は
町
の
中
心
地
か
ら

少
し
離
れ
た
、
ク
ラ
ー
ク
・
ス

ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
複

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
屋
外

広
場
。
当
日
は
お
そ
ら
く
町
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
る
よ
う

だ
。
今
年
は
イ
チ
ロ
ー
氏
を
は

じ
め
５
人
の
元
選
手
と
元
監
督

が
表
彰
さ
れ
る
。
基
本
的
に
式

典
会
場
に
入
れ
る
の
は
関
係
者

や
招
待
客
と
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
一
部
の

客
の
み
。
た
だ
、
一
般
客
も
柵

の
外
の
芝
生
地
帯
か
ら
会
場
の

ラ
イ
ブ
感
を
楽
し
む
こ
と
は
可

能
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
展

示
さ
れ
て
い
た
昨
年
度
の
式
典

の
写
真
を
見
る
と
、
こ
の
小
さ

な
田
舎
町
の
会
場
に
全
米
か
ら

数
千
人
も
の
野
球
フ
ァ
ン
が
詰

め
か
け
た
こ
と
が
分
か
り
驚
い

た
。

　

大
リ
ー
グ
人
気
が
盛
り
返
し

て
き
た
今
年
、
イ
チ
ロ
ー
氏
の

殿
堂
入
り
と
い
う
朗
報
を
機

に
、
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
を
訪

れ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
（
本
紙
／
久
松
茂
、
写
真
も
）

「
野
球
の
殿
堂
」
Ｎ
Ｙ
州
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン

イ
チ
ロ
ー
ら
の
授
賞
式
典
開
催
７
月
に

　

東
京
・
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ

ーSIACCA
（
シ
ア
カ
）
主
催

に
よ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
「
燦 

SAN 2025
」 
が
４
月
５
日
か

ら
12
日(

土)
ま
で
、
ソ
ー
ホ

ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本
・

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

作
家
26
人
が
「
冒
険
」
を
テ
ー

マ
に
実
験
的
・
挑
戦
的
な
作
品

を
展
示
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
作
家

と
し
て
日
本
画
界
の
精
鋭
・
行

近
壯
之
助
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
６
人
を
迎
え
、
総
勢
33
人
が

約
60
点
の
作
品
を
発
表
し
た
。

日
本
か
ら
の
参
加
作
家
は
、
穴

澤
誠
、
安
藤
久
美
子
、
ニ
ル
ミ

ニ
・
バ
ン
ダ
ラ
、
マ
グ
ダ
・
チ

ア
レ
ッ
リ
、
遠
藤
文
尚
、
権
藤

ミ
ノ
ル
、
山
本
光
、
伊
賀
晶
子
、

井
上
賢
一
、
磯
村
貴
子
、
加
藤

智
子
、
木
村
哲
雄
、
木
下
孝
昭
、

寿
、
三
浦
や
ほ
子
、
奥
田
薫
、

小
野
サ
ボ
コ
、
ウ
エ
ス
ト
オ
オ

タ
ケ
、
大
竹
正
芳
、
尾
﨑
郁
子
、

友
滝
人
史
、
植
松
茂
美
、
渡
邊

佐
和
子
、
山
田
久
美
子
、
ユ
ー

キ
ら
25
人
。
入
場
無
料
。
問
い

合
わ
せ
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト https://artspheres.org

を
参
照
す
る
。

冒険テーマに
NYでアート展

　

池
坊
（
い
け
の
ぼ
う
）
に
よ

る
生
花
展
「Ikebana Flower  

Exhibition

」
が
4
月
３
日
か

ら
６
日
ま
で
、
プ
リ
ン
ス
・
キ

タ
ノ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
。
春
の
息
吹
と
自
然
の

は
か
な
い
美
し
さ
を
表
現
し
た

生
け
花
が
26
点
展
示
さ
れ
た
。

池
坊
Ｎ
Ｙ
Ｃ
支
部
長
の
野
田
典

孝
さ
ん
＝
写
真
＝
に
よ
る
と
、

今
回
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
明
け

て
初
の
６
年
ぶ
り
の
開
催
。
生

花
に
は
、
池
坊
、
草
月
、
小
原

の
３
大
流
派
が
あ
る
が
、
池
坊

は
立
花
が
特
徴
。
数
多
く
の
役

枝
を
も
ち
、
草
木
の
出
生
に
習

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
草
月
は
ア

バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
自
由
さ
が
あ

り
、
小
原
流
は
そ
の
中
間
と
さ

れ
る
。
池
坊
に
は
こ
の
ほ
か
生

花
、
投
花
が
あ
る
。

　

野
田
さ
ん
の
今
回
の
作
品
は

松
。
生
花
は
松
に
始
ま
っ
て
松

に
終
わ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

日
本
美
を
象
徴
し
た
作
品
。
自

宅
の
庭
か
ら
取
っ
て
き
た
松
の

木
で
山
水
画
の
世
界
を
表
現
し

た
そ
う
だ
。
期
間
中
、
イ
ケ
バ

ナ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

会
長
な
ど
大
勢
が
来
場
し
た
。

池坊の生花展
プリンス・キタノNYで
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 157

APRIL

大学のキャンパスにはお金を掛けずにお洒落をした女性が多いので、コロンビ
ア大学に足を向けたが、今回は同大学門前には何人もの警官が立ち、学生はひ
とりひとり学生証を見せて門をくぐり、門前から 10メートルほど離れた道路
では小さなデモ隊が大声をあげている。1960年代後半、筆者が通った日本の
国立大学では全く見られなかった光景だ。あの頃は「ノンポリ」でも、学生運
動のスローガン（ベトナム戦争反対、アメリカは沖縄から出ていけ）には聞き
耳をたてていた。クラスメートには、夏休みに火力発電所でアルバイトして「労
働者体験」をした後にソ連の共産主義を見に旅行した者、「資本主義万歳」と言っ
て IBM社に就職した者、卒業後商社マンとなってオランダに駐在した元民青
活動家など、皆卒業と同時に「ドブネズミ色」のスーツに着がえて社会に出て
行った。その後何年もして、その商社マンは駐在先から東欧を旅行後「共産主
義はダメだ」として余暇をゴルフに転じ、「資本主義万歳」を唱えた者は IBM
から大学教師に転じたようだ。好きなことを言わせてもらえた日本の大学の寛
容さが有難く懐かしい。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：シドニー（23 歳）
◇職業：バーナード・カレッジ
（コロンビア大学にある 4つの
カレッジのうちの 1 つ）で文
学を専攻
◇居住地：マンハッタン区（学
生寮ではない）
◇着用の服：身に着けているも
のは全て譲ってもらった古着

◇よく利用する店：ビンテージ
◇好きなブランド：特になし
◇着こなしで気をつけているこ
と：古着でも長く着られる品質
の良いものを選ぶ
◇撮影場所：ブロードウェー
１１６丁目のコロンビア大学向
かいのバーナード・カレッジ前

　

元
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
学
長
の
尾
原
蓉
子
氏
が
３

日
、
米
国
留
学
先
母
校
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工

科
大
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ)

で
、「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
で
学
ん
だ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
〜
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

１
９
６
６
年
留
学
記
」（
主
催

日
本
Ｆ
Ｉ
Ｔ
同
窓
会
）
と
題
し

講
演
し
た
。
当
日
は
同
大
の
ジ

ョ
イ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
学
長
も
応

援
に
駆
け
つ
け
祝
辞
を
述
べ

た
。
同
大
在
学
中
の
日
本
人
学

生
や
卒
業
生
が
聴
講
し
た
。

　

尾
原
氏
は
、
１
９
６
２
年
に

東
京
大
学
教
養
学
部
を
卒
業

後
、
旭
化
成
に
大
卒
女
性
の
新

卒
入
社
と
し
て
初
め
て
採
用
さ

れ
た
。
66
年
に
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
生
と
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
留

学
、
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
Ａ
Ｍ
Ｐ
修

了
。
日
本
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
概
念
を
作
っ

た
実
業
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

講
演
で
は
、
３
回
の
留
学

で
、
女
性
が
溌
剌
と
働
く
こ
と

の
大
切
さ
（
55
年
高
校
時
代
）、

実
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
真
髄
（
66
年

Ｆ
Ｉ
Ｔ
時
代
）、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
97
年
ハ
ー
バ
ー
ド
時
代
）
を

紹
介
。『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
』（
68
年
）
翻

訳
と
出
版
で
の
苦
労
や
改
訂
版

（
76
年
）、
業
界
公
開
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
教
育
の
歩
み
な
ど

を
話
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
真
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
、（
１
）
抜

き
ん
出
た
専
門
能
力
を
持
ち
、

そ
れ
で
お
金
が
取
れ
る
こ
と
。

（
２
）
常
に
研
鑽
し
、
高
み
、

本
質
追
求
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
＝
高

い
山
、深
い
穴
を
目
指
す
こ
と
。

（
３
）
謙
虚
＝
「
自
分
が
知
ら

な
い
」
こ
と
を
認
識
し
て
い
る

＝
他
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
、

自
分
の
位
置
を
知
っ
て
い
る
こ

と
。（
４
）
信
念
と
プ
ラ
イ
ド

＝
強
い
想
い
、
プ
ロ
の
名
に
恥

じ
な
い
仕
事
、
業
界
が
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
認
め
る
人
物

で
あ
る
こ
と
。（
５
）
人
間
力

＝
信
頼
で
あ
る
ー
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
話
の
中
で
、

留
学
し
て
い
た
の
が
当
時
28
歳

だ
っ
た
と
聞
い
て
、
自
分
は
ま

だ
20
代
だ
と
思
っ
て
い
た
が
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
て
も
っ
と
頑
張

ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
」「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一

人
者
で
尊
敬
し
て
い
る
人
が
同

じ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
と
て
も
光
栄
に
思
え
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

日本 FIT 会名誉会長
尾原蓉子氏、母校で講演
NY で学ぶ後輩たちを激励

ジョイス・ブラウン学長（右）が祝辞

プ
ロ
の
世
界
に
羽
ば
た
い
て

当
世
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
生
事
情

http://www.salon-oasis.net
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://bcnetwork.org/
tel:2122136069
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